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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コポリマーが、重量で
　ａ）５％～９０％の、アクリル酸もしくはメタクリル酸、またはマレイン酸もしくはイ
タコン酸のＣ１～Ｃ４モノエステル、またはクロトン酸、イソクロトン酸、桂皮酸、イタ
コン酸、マレイン酸、または無水マレイン酸、あるいはこれらの混合物、
　ｂ）５％～９０％の、式（Ｉ）の非イオンエチレン性不飽和モノマー
【化１】

［式中、
　　ｍおよびｐは、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｎは、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑは、少なくとも１に等しく、１５≦（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１２０であるような整数を
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表し、
　　Ｒ１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ２は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α－
α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタン
不飽和化合物基に、置換または非置換のアリルまたはビニルエーテル基に、あるいは、エ
チレン性不飽和アミドもしくはイミド基に属する重合可能な不飽和官能基を含む基を表し
、
　　Ｒ’は、水素または１～４個の炭素原子を有する炭化水素基を表す］の少なくとも１
種、または式（Ｉ）のいくつかのモノマーからなる混合物、
から構成され、　成分ａ）およびｂ）の割合の合計が１００％に等しいことを特徴とする
、水溶性コポリマーの、光学白色度の活性化を改善する薬剤としての使用。
【請求項２】
　コポリマーが、その酸型であるか、あるいは、一価の中和官能基または多価の中和官能
基を有する１種または複数の中和剤、例えば一価官能基としてはアルカリカチオン特にナ
トリウム、カリウム、リチウム、アンモニウムまたは例えばステアリルアミン、エタノー
ルアミン（モノ、ジ、トリエタノールアミン）、モノおよびジエチルアミン、シクロヘキ
シルアミン、メチルシクロヘキシルアミン、アミノメチルプロパノール、モルホリンなど
の第一級、第二級もしくは第三級脂肪族および／または環状アミンからなる群の中から選
択される中和剤、多価官能基としてはアルカリ土類二価カチオン特にマグネシウムおよび
カルシウム、または亜鉛、特にアルミニウムを含む三価カチオン、またはより原子価の高
いある種のカチオンからなる群の中から選択される中和剤で完全にまたは部分的に中和さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の水溶性コポリマーの、光学白色度の活性化を
改善する薬剤としての使用。
【請求項３】
　薬剤が、重量で、
　ａ）５％～９０％の、アクリル酸もしくはメタクリル酸、またはマレイン酸もしくはイ
タコン酸のＣ１～Ｃ４モノエステル、またはクロトン酸、イソクロトン酸、桂皮酸、イタ
コン酸、マレイン酸、または無水マレイン酸、あるいはこれらの混合物、
　ｂ）５％～９０％の、式（Ｉ）の非イオンエチレン性不飽和モノマー
【化２】

［式中、
　　ｍおよびｐは、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｎは、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑは、少なくとも１に等しく、１５≦（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１２０であるような整数を
表し、
　　Ｒ１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ２は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
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酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α－
α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタン
不飽和化合物基に、置換または非置換のアリルまたはビニルエーテル基に、あるいは、エ
チレン性不飽和アミドもしくはイミド基に属する重合可能な不飽和官能基を含む基を表し
、
　　Ｒ’は、水素または１～４個の炭素原子を有する炭化水素基を表す］の少なくとも１
種、または式（Ｉ）のいくつかのモノマーからなる混合物、
　から構成される水溶性コポリマーであり、
　成分ａ）およびｂ）の割合の合計が１００％に等しいことを特徴とする、光学白色度の
活性化を改善する薬剤。
【請求項４】
　薬剤が、その酸型のコポリマーであるか、あるいは、一価の中和官能基または多価の中
和官能基を有する１種または複数の中和剤、例えば一価官能基としてはアルカリカチオン
特にナトリウム、カリウム、リチウム、アンモニウムまたは例えばステアリルアミン、エ
タノールアミン（モノ、ジ、トリエタノールアミン）、モノおよびジエチルアミン、シク
ロヘキシルアミン、メチルシクロヘキシルアミン、アミノメチルプロパノール、モルホリ
ンなどの第一級、第二級もしくは第三級脂肪族および／または環状アミンからなる群の中
から選択される中和剤、多価官能基としてはアルカリ土類二価カチオン特にマグネシウム
およびカルシウム、または亜鉛、特にアルミニウムを含む三価カチオン、あるいはより原
子価の高いある種のカチオンからなる群の中から選択される中和剤で完全にまたは部分的
に中和されているコポリマーであることを特徴とする請求項３に記載の光学白色度の活性
化を改善する薬剤。
【請求項５】
　請求項１もしくは２に記載のコポリマーを使用することを特徴とする無機材料水性懸濁
液の分散方法。
【請求項６】
　填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマ
ーを使用すること、より詳細には、填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で
０．１％～３％の前記コポリマーを使用することを特徴とする請求項５に記載の無機材料
水性懸濁液の分散方法。
【請求項７】
　無機材料が、炭酸カルシウム、ドロマイト、カオリン、タルク、セッコウ、酸化チタン
、サチンホワイトもしくは水酸化アルミニウム、マイカ、およびこれら填料の混合物例え
ばタルク－炭酸カルシウムもしくは炭酸カルシウム－カオリン混合物、または炭酸カルシ
ウムと水酸化アルミニウムの混合物、合成もしくは天然の繊維またはタルク－炭酸カルシ
ウムもしくはタルク－二酸化チタンコストラクチャー（ｃｏ－ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）など
の無機物のコストラクチャーとの混合物の中から選択され、より詳細には大理石、方解石
、チョークまたはこれらの混合物から選択される天然炭酸カルシウムなどの炭酸カルシウ
ムからなることを特徴とする請求項５または６のいずれか一項に記載の無機材料水性懸濁
液の分散方法。
【請求項８】
　懸濁液が請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むこと、より詳細には填料および
／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマーを含むこと
、さらに詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．１％～３％の
前記コポリマーを含むことを特徴とする無機材料水性懸濁液。
【請求項９】
　無機材料が、炭酸カルシウム、ドロマイト、カオリン、タルク、セッコウ、酸化チタン
、サチンホワイトもしくは水酸化アルミニウム、マイカ、およびこれら填料の混合物例え
ばタルク－炭酸カルシウムもしくは炭酸カルシウム－カオリン混合物、または炭酸カルシ
ウムと水酸化アルミニウムの混合物、合成もしくは天然の繊維またはタルク－炭酸カルシ
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ウムもしくはタルク－二酸化チタンコストラクチャーなどの無機物のコストラクチャーと
の混合物の中から選択され、より詳細には大理石、方解石、チョークまたはこれらの混合
物の中から選択される天然炭酸カルシウムなどの炭酸カルシウムからなることを特徴とす
る請求項８に記載の分散された無機材料水性懸濁液。
【請求項１０】
　請求項１もしくは２に記載のコポリマーを使用することを特徴とする無機材料水性懸濁
液の粉砕方法。
【請求項１１】
　填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマ
ーを使用すること、より詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０
．１％～３％の前記コポリマーを使用することを特徴とする請求項１０に記載の無機材料
水性懸濁液の粉砕方法。
【請求項１２】
　無機材料が、炭酸カルシウム、ドロマイト、カオリン、タルク、セッコウ、酸化チタン
、サチンホワイトもしくは水酸化アルミニウム、マイカ、およびこれら填料の混合物例え
ばタルク－炭酸カルシウムもしくは炭酸カルシウム－カオリン混合物、または炭酸カルシ
ウムと水酸化アルミニウムの混合物、合成もしくは天然の繊維またはタルク炭酸カルシウ
ムもしくはタルク－二酸化チタンコストラクチャーなどの無機物のコストラクチャーとの
混合物の中から選択され、より詳細には大理石、方解石、チョークまたはこれらの混合物
の中から選択される天然炭酸カルシウムなどの炭酸カルシウムからなることを特徴とする
請求項１０または１１のいずれか一項に記載の無機材料水性懸濁液の粉砕方法。
【請求項１３】
　懸濁液が請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むこと、より詳細には填料および
／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマーを含むこと
、さらに詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．１％～３％の
前記コポリマーを含むことを特徴とする粉砕された無機材料の水性懸濁液。
【請求項１４】
　無機材料が、炭酸カルシウム、ドロマイト、カオリン、タルク、セッコウ、酸化チタン
、サチンホワイトもしくは水酸化アルミニウム、マイカ、およびこれら填料の混合物例え
ばタルク－炭酸カルシウムもしくは炭酸カルシウム－カオリン混合物、または炭酸カルシ
ウムと水酸化アルミニウムの混合物、合成もしくは天然の繊維またはタルク炭酸カルシウ
ムもしくはタルク－二酸化チタンコストラクチャーなどの無機物のコストラクチャーとの
混合物の中から選択され、より詳細には大理石、方解石、チョークまたはこれらの混合物
の中から選択される天然炭酸カルシウムなどの炭酸カルシウムからなることを特徴とする
請求項１３に記載の粉砕された無機材料の水性懸濁液。
【請求項１５】
　請求項１もしくは２に記載のコポリマーを使用することを特徴とする填料の製造方法。
【請求項１６】
　填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマ
ーを使用すること、より詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０
．１％～１％の前記コポリマーを使用することを特徴とする請求項１５に記載の填料の製
造方法。
【請求項１７】
　填料が請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むこと、より詳細には填料および／
または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマー、さらに詳細
には填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．１％～１％の前記コポリマ
ーを含むことを特徴とする填料。
【請求項１８】
　請求項１もしくは２に記載のコポリマーを使用することを特徴とするコーティングカラ
ーの製造方法。
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【請求項１９】
　填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマ
ーを使用すること、より詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対し乾燥重量で０
．１％～２％の前記コポリマーを使用することを特徴とする請求項１８に記載のコーティ
ングカラーの製造方法。
【請求項２０】
　コーティングカラーが請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むこと、より詳細に
は填料および／または顔料の乾燥総重量に対し乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリ
マーを含むこと、さらに詳細には填料および／または顔料の乾燥総重量に対し乾燥重量で
０．１％～２％の前記コポリマーを含むことを特徴とするコーティングカラー。
【請求項２１】
　分散無機材料の懸濁液に添加される添加剤としての請求項１もしくは２に記載のコポリ
マーの使用。
【請求項２２】
　粉砕無機材料の懸濁液に添加される添加剤としての請求項１から６のいずれか一項に記
載のコポリマーの使用。
【請求項２３】
　紙が請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むことを特徴とする製造されかつ／ま
たはコーティングされた紙。
【請求項２４】
　請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むことを特徴とする繊維組成物。
【請求項２５】
　請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むことを特徴とする洗剤組成物。
【請求項２６】
　請求項１もしくは２に記載のコポリマーを含むことを特徴とする塗料組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙、繊維、洗剤、塗料の技術分野、および特に最終製品の段階での光学白色
度の活性化を改善するための填料および紙のコーティングカラーの分野に関する。
【０００２】
　本発明は、まず、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少なく
とも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有する水溶性
コポリマーの、最終製品の光学白色度の活性化を改善する薬剤としての使用に関する。
【０００３】
　また、本発明は、最終製品の光学白色度の活性化を改善する薬剤に関する。
【０００４】
　また、本発明は、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少なく
とも１種アルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有する水溶性コ
ポリマーの、最終製品の光学白色度の活性化を改善することを目的とし、かつ水性懸濁液
の顔料および／または無機填料の分散方法において使用される薬剤としての使用に関する
。また、本発明は、該コポリマーを使用する分散方法、およびそのようにして得られる水
性懸濁液に関する。
【０００５】
　また、本発明は、填料および／またはコーティングカラーの製造における前記水性懸濁
液の使用に関する。また、そのようにして得られるコーティングカラーおよび填料にも関
する。最終的に、本発明は、紙の製造および／またはコーティングにおける該填料および
該コーティングカラーの使用に関する。また、そのようにして得られる紙にも関する。
【０００６】
　また、本発明は、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少なく
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とも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有する水溶性
コポリマーの、最終製品の光学白色度の活性化を改善することを目的とし、かつ水性懸濁
液中の填料および／または無機顔料の粉砕に使用される薬剤としての使用に関する。また
、該コポリマーを使用する粉砕方法、およびそのようにして得られる水性懸濁液に関する
。
【０００７】
　また、本発明は、填料および／またはコーティングカラーの製造における前記水性懸濁
液の使用に関する。また、そのようにして得られるコーティングカラーおよび填料にも関
する。最終的に、本発明は、紙の製造および／またはコーティングにおける該填料および
該コーティングカラーの使用に関する。また、そのようにして得られる紙にも関する。
【０００８】
　また、本発明は、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少なく
とも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有する水溶性
コポリマーの、最終製品の光学白色度の活性化を改善し、かつ填料の製造方法に使用され
る薬剤としての使用に関する。また、本発明は、該コポリマーを使用する填料製造方法、
およびそのようにして得られる填料にも関する。また、該填料の、コーティングカラーの
製造における使用にも関する。最終的には、そのようにして得られる紙に関する。
【０００９】
　また、本発明は、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少なく
とも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有する水溶性
コポリマーの、最終製品の光学白色度の活性化を改善し、かつコーティングカラーの製造
方法に使用される薬剤としての使用に関する。また、本発明は、該コポリマーを使用する
コーティングカラー製造方法およびそのようにして得られるコーティングカラーにも関す
る。また、そのようにして得られるコーティングカラーの、紙のコーティングにおける使
用にも関する。最終的には、そのようにして得られる紙に関する。
【００１０】
　さらに、本発明は、本発明による水溶性コポリマーの、前もって分散しかつ／または粉
砕した無機材料の懸濁液の製造における添加物としての使用に関する。また、そのように
して得られる懸濁液の、紙のコーティングカラーの製造における使用に関する。
【００１１】
　最後に、本発明は、本発明による水溶性コポリマーの、繊維、洗剤または塗料組成物に
おける光学白色度の活性化を改善するための添加剤としての使用に関し、また、これらコ
ポリマーを含む繊維、洗剤または塗料組成物にも関する。
【背景技術】
【００１２】
　紙の製造方法には、顔料および／または無機填料のスラリー化、該懸濁液またはスラリ
ーを使用する填料および／またはコーティングカラーの製造、該コーティングカラーおよ
び該填料を使用する紙の製造／またはコーティングを含む、いくつかの段階が含まれる。
この方法の始めから終わりまで、当業者は、光学白色度の強い活性化を示す最終製品を得
ること、したがって可能な限り白い色調を得る必要があることに留意する。すなわち、最
終製品の白色度を増すことは製紙業者にとって主要な関心事の１つである。上記方法の過
程において知られている該白色度の向上方法と共に、光学白色度を活性化するこの性質を
、当業者が利用できる従来技術文献によって次に例示する。
【００１３】
　前記方法の過程では、まず、炭酸カルシウム、ドロマイト、カオリン、タルク、セッコ
ウ、酸化チタン、サチンホワイトまたは水酸化アルミニウムなどの無機填料および／また
は顔料を単独または混合してスラリー化する。そのためには、これら顔料および／または
無機填料のための、やはり無機材料とみなされる分散および／または粉砕助剤を使用する
。
【００１４】
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　本明細書の説明で、無機材料、填料および／または顔料とは、発明者にとって同一の意
味を有する用語として言及することに留意されたい。
【００１５】
　これらの分散および／または粉砕助剤は、それらが懸濁液を流動化させる範囲において
レオロジー調節剤として機能する。粉砕剤の使用によって促進される粉砕の機械的作用は
、粒子の大きさを減少させることにも寄与する。該無機材料懸濁液の粘度調製を可能にす
る添加剤を使用することもできる。
【００１６】
　例えば、当業者は、イソシアナートモノマーと非プロトン性モノマーの共重合によって
、およびグリコールポリアルキレンモノアルキルアミンまたはエーテルを使用する官能化
によって得られるポリマーの調製方法を記載している文献、ＥＰ０６１０５３４を承知で
ある。このような試剤は、有機顔料を粉砕するのに特に効果的である。
【００１７】
　また、モノおよびジカルボン酸の不飽和誘導体、ポリアルキレングリコールの不飽和誘
導体、不飽和ポリシロキサン化合物または不飽和エステルをベースにしたコポリマーを記
載している文献、ＷＯ００／７７０５８も承知である。これらのコポリマーは、無機填料
懸濁液における分散剤として、特にセメント工業において使用される。
【００１８】
　また、その役割が顔料および／または無機填料を分散することおよび／または粉砕を促
進することである、グラフトされたアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコー
ル官能基を有するイオン性の水溶性コポリマーを記載している文献、ＷＯ０１／９６００
７も承知である。
【００１９】
　同様に、当業者は、ポリアクリル酸塩およびホスホン酸塩を使用して無機顔料懸濁液を
流動化する方法を説明している文献、ＦＲ２７０７１８２を承知である。
【００２０】
　しかし、これら文献または従来技術に見られるその他文献のいずれも、アルコキシまた
はヒドロキシアルキレングリコール基のグラフトによって、光学白色度の活性化が改善さ
れることを教示していない。
【００２１】
　顔料および／または無機填料の前記水性懸濁液は、次いで填料および／またはコーティ
ングカラー組成物の一部となる。
【００２２】
　填料の場合、文献、ＷＯ９９／４２６５７に示されているように、該填料は、紙シート
の製造に先立って繊維に添加され、すなわち、集合体に添加される填料であり、あるいは
抄紙機に供給される繊維懸濁液を製造する過程で添加される。該填料は、繊維に顔料およ
び／または無機填料懸濁液の形態で添加できる。繊維には、光学増白剤を添加することも
できる。これらは、「その白色度を増すために洗剤に添加され、繊維または紙を処理する
のに使用される」蛍光物質であり（「Ａ　ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ｏｆ　Ｓｃｉｅｎｃｅ
」Ｏｘｆｏｒｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐｒｅｓｓ、Ｍａｒｋｅｔ　Ｈｏｕｓｅ　Ｂｏ
ｏｋｓ、１９９９年）、この白色度は最終使用者にとって基本的に重要なことである。光
学増白剤は、一般に、ＵＶ波長の光放射の一部を吸収し、それを可視波長域で再放射し、
それによって最終製品の白色度を改善する性質を有するスチルベン系分子である。この白
色度は、それぞれＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶで表されるＵＶの存在および非存
在で測定される波長４５７ｎｍに対する散乱反射係数で特徴付けられ、次いで差ΔＵＶ＝
Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶが算出される。これらの係数は、フランス規格ＮＦ　Ｑ
０３－０３９に従い、実験規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８の仕様に合致する分光色彩計を使用
して測定される。白色度は、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従って測定される係数Ｗ
（ＣＩＥ）によっても特徴付けることができる。
【００２３】
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　コーティングカラーの場合、該コーティングカラーは、顔料および／または無機填料の
水性懸濁液にある数の添加剤を加えることによって作られる。特に、バインダーとして機
能するラテックス、および光学増白剤が使用される。最終的には、これらの物質に、該増
白剤の活性を活性化させて最終製品の白色度を改善するという意味での光学増白剤の「担
体」または「活性化剤」として知られている化合物を添加することが可能である。
【００２４】
　この方法で、光学白色度を活性化させるためによく知られている手法は、紙コーティン
グカラー中に、ある数の化合物、例えばポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、カルボキシメ
チルセルロース（ＣＭＣ）、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、カゼインまたは澱粉を組
み込むことであり、このことは文献「Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｂｒｉｇｈｔｅｎｉｎｇ　ｏｆ　
Ｃｏａｔｅｄ　Ｐａｐｅｒｓ」（Ａｌｌｇ．Ｐａｐｉｅｒ－Ｒｕｎｄｓｃｈａｕ．、Ｎｏ
ｖ．５、１９８２、Ｎｏ．４４、Ｐ．１２４２）に記載されている。同様に、文献「Ｅｆ
ｆｅｃｔ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｇｌｙｃｏｌｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｐｒｏｐ
ｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　Ｃｏａｔｉｎｇ　Ｃｏｌｏｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏａｔｉｎｇ　Ｑｕａ
ｌｉｔｙ」（Ｗｏｃｈｂｌ．Ｐａｐｉｅｒｆａｂｒ．、Ｆｅｂ．１５、１９７８、Ｖｏｌ
．１０６、Ｎｏ．３、ｐｐ．１０９～１１２）は、当業者に紙コーティングカラーにおけ
る光学増白度のための担体としてのポリエチレングリコールの使用法を教示している。
【００２５】
　当業者は、アクリルまたはスチレン－ブタジエンコポリマーをベースにしたラテックス
バインダー、填料、例えば、炭酸カルシウム、チョーク、タルク、カオリン、またはスチ
ルベン系もしくはポリエチレングリコール化合物を含むコーティングカラーを使用する紙
のコーティング法を記載している文献、特開昭６０－１３４０９６も知っている。これに
より紙の白色度が増す。最後に、当業者は、最終製品の水保持性を改善し、光学白色度を
活性化させるための紙のコーティングカラーに使用される、少なくとも１種のポリビニル
アルコールおよび中性またはアルカリ性ｐＨで水溶性である少なくとも１種のポリマーを
含む高分子組成物を記載している文献、ＥＰ１００１０８３を知っている。
【発明の開示】
【００２６】
　本発明者は、紙の光学白色度の活性化を改善することを目的に研究を進め、驚くべきこ
とに、顔料および／または無機填料の粉砕方法、顔料および／または無機填料の分散方法
、填料の製造方法、コーティングカラーの製造方法において、少なくとも１種のエチレン
性不飽和モノマーにグラフト化された少なくとも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリ
アルキレングリコール官能基を有する水溶性コポリマーを使用すると、紙の光学白色度の
活性化を改善することが可能になり、それによって最終製品の白色度が改善されることを
見出した。
【００２７】
　すなわち、本発明による水溶性コポリマーの光学白色度活性化剤としての使用は、該ポ
リマーが少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少なくとも１種の
アルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有することを特徴とする
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　より具体的には、本発明者は、コポリマー中に式（Ｉ）のモノマー、
【００２９】
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【化１５】

［式中、
　　ｍおよびｐは、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｎは、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑは、少なくとも１に等しく、５≦（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１５０であるような整数を表
し、
　　Ｒ１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ２は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
酸およびビニルフタル酸のエステルの基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α
－α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタ
ン不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるい
はエチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基
を有する基を表し、
　　Ｒ’は、水素、または１～４０個の炭素原子を有する炭化水素基を表す］の少なくと
も１種が存在すると、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少な
くとも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有するコポ
リマーを生じさせることが可能になり、それによって紙の光学白色度の活性化が改善され
ることを見出した。
【００３０】
　したがって、本発明によれば、前記水溶性コポリマーは、
　ａ）カルボン酸、ジカルボン酸、リン酸、ホスホン酸またはスルホン酸官能基あるいは
それらの混合物を有する少なくとも１種のアニオン性モノマー、
　ｂ）式（Ｉ）
【００３１】

【化１６】

［式中、
　　ｍおよびｐは、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｎは、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
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　　ｑは、少なくとも１に等しく、５≦（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１５０、好ましくは１５≦（
ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１２０であるような整数を表し、
　　Ｒ１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ２は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α－
α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタン
不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるいは
エチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基を
有する基を表し、
　　Ｒ’は、水素、または１～４０個の炭素原子を有する炭化水素基を表し、好ましくは
１～１２個の炭素原子を有する炭化水素基、さらにより好ましくは１～４個の炭素原子を
有する炭化水素基を表す］の少なくとも１種のモノマーからなる少なくとも１種の非イオ
ン性モノマー、または式（Ｉ）のいくつかのモノマーの混合物から構成される少なくとも
１種の非イオン性モノマー、
　ｃ）場合によっては、少なくとも１種のアクリルアミドもしくはメタクリルアミド型モ
ノマーまたはそれらの誘導体、例えば、Ｎ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アクリ
ルアミドもしくはＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］メタクリルアミドまたはこれ
らの混合物；あるいは、少なくとも１種の非水溶性モノマー、例えば、アクリル酸アルキ
ルもしくはメタクリル酸アルキル、メタクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］
もしくはアクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］などの不飽和エステル、酢酸
ビニル、ビニルピロリドン、スチレン、αメチルスチレンおよびこれらの誘導体などのビ
ニル類；あるいは、少なくとも１種のカチオン性モノマーもしくは第四級アンモニウム、
例えば、［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロリドもし
くはサルフェート、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロ
リドもしくはサルフェート、［３－（アクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウ
ムクロリドもしくはサルフェート、ジメチルジアリルアンモニウムクロリドもしくはサル
フェート、［３－（メタクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウムクロリドもし
くはサルフェート；あるいは、少なくとも１種の有機フッ素化モノマーまたは有機シリル
化モノマー；あるいはこれらモノマーのいくつかからなる混合物、
　ｄ）場合によっては、他の分野では架橋モノマーと呼ばれる、少なくとも２個のエチレ
ン系不飽和を有する少なくとも１種のモノマー
　を含み、成分、ａ）、ｂ）、ｃ）およびｄ）の割合の合計は１００％に等しい。
【００３２】
　前記コポリマーによって、紙の光学白色度の活性化が改善された。
【００３３】
　本発明の目標は、
　ａ）モノカルボン酸、ジカルボン酸、スルホン酸、リン酸またはホスホン酸官能基ある
いはそれらの混合物を有する少なくとも１種のエチレン性不飽和アニオン性モノマー、
　ｂ）少なくとも１種の式（Ｉ）の非イオン性モノマー、
　ｃ）場合によっては、少なくとも１種のアクリルアミドもしくはメタクリルアミド型モ
ノマーまたはそれらの誘導体、例えば、Ｎ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アクリ
ルアミドもしくはＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］メタクリルアミドまたはこれ
らの混合物；あるいは、少なくとも１種の非水溶性モノマー、例えば、アクリル酸アルキ
ルもしくはメタクリル酸アルキル、メタクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］
もしくはアクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］などの不飽和エステル、酢酸
ビニル、ビニルピロリドン、スチレン、αメチルスチレンおよびこれらの誘導体などのビ
ニル類；あるいは、少なくとも１種のカチオン性モノマーもしくは第四級アンモニウム、
例えば、［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロリドもし
くはサルフェート、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロ
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リドもしくはサルフェート、［３－（アクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウ
ムクロリドもしくはサルフェート、ジメチルジアリルアンモニウムクロリドもしくはサル
フェート、［３－（メタクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウムクロリドもし
くはサルフェート；あるいは、少なくとも１種の有機フッ素化モノマーまたは有機シリル
化モノマー；あるいはこれらモノマーのいくつかからなる混合物、
　ｄ）場合によっては、少なくとも１種の架橋モノマー
　を含み、成分、ａ）、ｂ）、ｃ）およびｄ）の割合の合計が１００％に等しい、水溶性
コポリマーの使用により達成される。
【００３４】
　本発明による、紙の光学白色度の活性化改善に繋がる、少なくとも１種のエチレン性不
飽和モノマーにグラフトされた少なくとも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキ
レングリコール官能基を有する水溶性コポリマーの使用は、該水溶性コポリマーが、
　ａ）モノカルボン酸官能基を有するエチレン性不飽和モノマー、例えば、アクリル酸も
しくはメタクリル酸、またはマレイン酸もしくはイタコン酸のＣ１～Ｃ４モノエステルの
ような二酸のヘミエステル、またはこれらの混合物から選択される；あるいは、ジカルボ
ン酸官能基を有するエチレン性不飽和モノマー、例えば、クロトン酸、イソクロトン酸、
桂皮酸、イタコン酸、マレイン酸、または無水マレイン酸のようなカルボン酸無水物から
選択される；あるいは、スルホン酸官能基を有するエチレン性不飽和モノマー、例えば、
アクリルアミド－メチル－プロパン－スルホン酸、メタリルスルホン酸ナトリウム、ビニ
ルスルホン酸およびスチレンスルホン酸から選択される；あるいは、リン酸官能基を有す
るエチレン性不飽和モノマー、例えば、ビニルリン酸、リン酸エチレングリコールメタク
リレート、リン酸プロピレングリコールメタクリレート、リン酸エチレングリコールアク
リレート、リン酸プロピレングリコールアクリレートおよびそのエトキシレートから選択
される；あるいは、ホスホン酸官能基を有するエチレン性不飽和モノマー、例えば、ビニ
ルホスホン酸から選択されるモノカルボン酸官能基を有する少なくとも１種のエチレン性
不飽和アニオン性モノマー、またはそれらの混合物、
　ｂ）式（Ｉ）の非イオンエチレン性不飽和モノマー
【００３５】

【化１７】

［式中、
　　ｍおよびｐは、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｎは、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑは、少なくとも１に等しく、５≦（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１５０、好ましくは１５≦（
ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１２０であるような整数を表し、
　　Ｒ１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ２は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α－
α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタン
不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるいは
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エチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基を
有する基を表し、
　　Ｒ’は、水素、または１～４０個の炭素原子を有する炭化水素基を表し、好ましくは
１～１２個の炭素原子を有する炭化水素基、さらにより好ましくは１～４個の炭素原子を
有する炭化水素基を表す］の少なくとも１種、または式（Ｉ）のモノマーのいくつかから
なる混合物、
　ｃ）場合によっては、少なくとも１種のアクリルアミドもしくはメタクリルアミド型モ
ノマーまたはそれらの誘導体、例えば、Ｎ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アクリ
ルアミドもしくはＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］メタクリルアミドまたはこれ
らの混合物；あるいは、少なくとも１種の非水溶性モノマー、例えば、アクリル酸アルキ
ルもしくはメタクリル酸アルキル、メタクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］
もしくはアクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］などの不飽和エステル、酢酸
ビニル、ビニルピロリドン、スチレン、αメチルスチレンおよびこれらの誘導体などのビ
ニル類；あるいは、少なくとも１種のカチオン性モノマーもしくは第四級アンモニウム、
例えば［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロリドもしく
はサルフェート、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロリ
ドもしくはサルフェート、［３－（アクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウム
クロリドもしくはサルフェート、ジメチルジアリルアンモニウムクロリドもしくはサルフ
ェート、［３－（メタクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウムクロリドもしく
はサルフェート；あるいは、少なくとも１種の有機フッ素化モノマー；あるいは、式（Ｉ
Ｉａ）の分子
【００３６】
【化１８】

［式中、
　　ｍ１、ｐ１、ｍ２およびｐ２は、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下
であり、
　　ｎ１およびｎ２は、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑ１およびｑ２は、少なくとも１に等しく、０≦（ｍ１＋ｎ１＋ｐ１）ｑ１≦１５０
かつ０≦（ｍ２＋ｎ２＋ｐ２）ｑ２≦１５０であるような整数を表し、
　　ｒは、１≦ｒ≦２００であるような数字を表し、
　　Ｒ３は、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロト
ン酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α
－α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタ
ン不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるい
はエチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基
を含む基を表し、
　　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ１０およびＲ１１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９は、１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖ア
ルキル、アリール、アルキルアリールまたはアリールアルキル基、またはそれらの混合を
表し、
　　Ｒ１２は、１～４０個の炭素原子を有する炭化水素基を表し、
　　ＡおよびＢは、存在してもよい基であって、存在するなら１～４個の炭素原子を有す
る炭化水素基を表す］、
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　または式（ＩＩｂ）の分子
　　Ｒ－Ａ－Ｓｉ（ＯＢ）３

［式中、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α－
α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタン
不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるいは
エチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基を
含む基を表し、
　　Ａは、存在してもよい基であって、存在するなら１～４個の炭素原子を有する炭化水
素基を表し、
　　Ｂは、１～４個の炭素原子を有する炭化水素基を表す］の分子から好ましくは選択さ
れる少なくとも１種の有機シリル化モノマー、または前記モノマーのいくつかからなる混
合物、
　ｄ）場合によっては、他を排除するものではないが、ジメタクリル酸エチレングリコー
ル、トリアクリル酸トリメチロールプロパン、アクリル酸アリル、マレイン酸アリル、メ
チレン－ビス－アクリルアミド、メチレン－ビス－メタクリルアミド、テトラアリルオキ
シエタン、シアヌル酸トリアリル、ペンタエリスリトール、ソルビトール、蔗糖などのポ
リオールから調製されるアリルエーテルからなる群から選択される、あるいは式（ＩＩＩ
）の分子
【００３７】

【化１９】

［式中、
　　ｍ３、ｐ３、ｍ４およびｐ４は、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下
であり、
　　ｎ３およびｎ４は、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑ３およびｑ４は、少なくとも１に等しく、０≦（ｍ３＋ｎ３＋ｐ３）ｑ３≦１５０
かつ０≦（ｍ４＋ｎ４＋ｐ４）ｑ４≦１５０であるような整数を表し、
　　ｒ’は、１≦ｒ’≦２００であるような数字を表し、
　　Ｒ１３は、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロ
トン酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、
α－α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレ
タン不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、ある
いはエチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能
基を含む基を表し、
　　Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ２０およびＲ２１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ１６、Ｒ１７、Ｒ１８およびＲ１９は、１～２０個の炭素原子を有する直鎖または
分岐鎖アルキル、アリール、アルキルアリールまたはアリールアルキル基、またはそれら
の混合を表し、
　　ＤおよびＥは、存在してもよい基であって、存在するなら１～４個の炭素原子を有す
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る炭化水素基を表す］の分子から選択される少なくとも１種の架橋モノマー、または前記
モノマーのいくつかからなる混合物
　から構成され、ａ）、ｂ）、ｃ）およびｄ）の割合の合計が１００％に等しいことを特
徴とする。
【００３８】
　より詳細には、上記コポリマーの使用は、該水溶性コポリマーが、重量で、
　ａ）２％～９５％、より詳細には５％～９０％の、モノカルボン酸官能基を有するエチ
レン性不飽和モノマー、例えば、アクリル酸もしくはメタクリル酸、またはマレイン酸も
しくはイタコン酸のＣ１～Ｃ４モノエステルのような二酸のヘミエステルなど、またはこ
れらの混合物から選択される；あるいは、ジカルボン酸官能基を有するエチレン性不飽和
モノマー、例えば、クロトン酸、イソクロトン酸、桂皮酸、イタコン酸、マレイン酸、ま
たは無水マレイン酸のようなカルボン酸無水物から選択される；あるいは、スルホン酸官
能基を有するエチレン性不飽和モノマー、例えば、アクリルアミド－メチル－プロパン－
スルホン酸、メタリルスルホン酸ナトリウム、ビニルスルホン酸およびスチレンスルホン
酸から選択される；あるいは、リン酸官能基を有するエチレン性不飽和モノマー、例えば
、ビニルリン酸、リン酸エチレングリコールメタクリレート、リン酸プロピレングリコー
ルメタクリレート、リン酸エチレングリコールアクリレート、リン酸プロピレングリコー
ルアクリレートおよびそのエトキシレートから選択される；あるいは、ホスホン酸官能基
を有するエチレン性不飽和モノマー、例えば、ビニルホスホン酸から選択されるモノカル
ボン酸官能基を有する少なくとも１種のエチレン性不飽和アニオン性モノマー、またはそ
れらの混合物、
　ｂ）２～９５％、より詳細には５％～９０％の、式（Ｉ）の非イオンエチレン性不飽和
モノマー
【００３９】
【化２０】

［式中、
　　ｍおよびｐは、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｎは、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑは、少なくとも１に等しく、５≦（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１５０、好ましくは１５≦（
ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ≦１２０であるような整数を表し、
　　Ｒ１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ２は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α－
α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタン
不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるいは
エチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基を
有する基を表し、
　　Ｒ’は、水素または１～４０個の炭素原子を有する炭化水素基を表し、好ましくは１
～１２個の炭素原子を有する炭化水素基、より好ましくは１～４個の炭素原子を有する炭
化水素基を表す］の少なくとも１種、または式（Ｉ）のいくつかのモノマーからなる混合
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物、
　ｃ）０％～５０％の、少なくとも１種のアクリルアミドもしくはメタクリルアミド型モ
ノマーまたはそれらの誘導体、例えば、Ｎ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アクリ
ルアミドもしくはＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］メタクリルアミドまたはこれ
らの混合物；あるいは、少なくとも１種の非水溶性モノマー、例えば、アクリル酸アルキ
ルもしくはメタクリル酸アルキル、メタクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］
もしくはアクリル酸Ｎ－［２－（ジメチルアミノ）エチル］などの不飽和エステル、酢酸
ビニル、ビニルピロリドン、スチレン、αメチルスチレンおよびこれらの誘導体などのビ
ニル類；あるいは、少なくとも１種のカチオン性モノマーもしくは第四級アンモニウム、
例えば［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロリドもしく
はサルフェート、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロリ
ドもしくはサルフェート、［３－（アクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウム
クロリドもしくはサルフェート、ジメチルジアリルアンモニウムクロリドもしくはサルフ
ェート、［３－（メタクリルアミド）プロピル］トリメチルアンモニウムクロリドもしく
はサルフェート；あるいは、少なくとも１種の有機フッ素化モノマー；あるいは、式（Ｉ
Ｉａ）の分子
【００４０】
【化２１】

［式中、
　　ｍ１、ｐ１、ｍ２およびｐ２は、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下
であり、
　　ｎ１およびｎ２は、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑ１およびｑ２は、少なくとも１に等しく、０≦（ｍ１＋ｎ１＋ｐ１）ｑ１≦１５０
かつ０≦（ｍ２＋ｎ２＋ｐ２）ｑ２≦１５０であるような整数を表し、
　　ｒは、１≦ｒ≦２００であるような数字を表し、
　　Ｒ３は、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロト
ン酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α
－α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタ
ン不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるい
はエチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基
を含む基を表し、
　　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ１０およびＲ１１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９は、１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖ア
ルキル、アリール、アルキルアリールまたはアリールアルキル基、またはそれらの混合物
を表し、
　　Ｒ１２は、１～４０個の炭素原子を有する炭化水素基を表し、
　　ＡおよびＢは、存在してもよい基であって、存在するなら１～４個の炭素原子を有す
る炭化水素基を表す］
　または式（ＩＩｂ）の分子
　　Ｒ－Ａ－Ｓｉ（ＯＢ）３

［式中、
　　Ｒは、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン
酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、α－
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α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレタン
不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、あるいは
エチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能基を
含む基を表し
　　Ａは、存在してもよい基であって、存在するなら１～４個の炭素原子を有する炭化水
素基を表し、
　　Ｂは、１～４個の炭素原子を有する炭化水素基を表す］から選択される有機シリル化
モノマー、または前記モノマーのいくつかからなる混合物、
　ｄ）０％～３％の、他を排除するものではないが、ジメタクリル酸エチレングリコール
、トリアクリル酸トリメチロールプロパン、アクリル酸アリル、マレイン酸アリル、メチ
レン－ビス－アクリルアミド、メチレン－ビス－メタクリルアミド、テトラアリルオキシ
エタン、シアヌル酸トリアリル、ペンタエリスリトール、ソルビトール、蔗糖などのポリ
オールから調製されるアリルエーテルからなる群から、あるいは式（ＩＩＩ）の分子
【００４１】

【化２２】

［式中、
　　ｍ３、ｐ３、ｍ４およびｐ４は、アルキレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下
であり、
　　ｎ３およびｎ４は、エチレンオキシド単位の個数を表し、１５０以下であり、
　　ｑ３およびｑ４は、少なくとも１に等しく、０≦（ｍ３＋ｎ３＋ｐ３）ｑ３≦１５０
かつ０≦（ｍ４＋ｎ４＋ｐ４）ｑ４≦１５０であるような整数を表し、
　　ｒ’は、１≦ｒ’≦２００であるような数字を表し、
　　Ｒ１３は、ビニル基に、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロ
トン酸およびビニルフタル酸のエステル基に、アクリルウレタン、メタクリルウレタン、
α－α’ジメチル－イソプロペニル－ベンジルウレタンおよびアリルウレタンなどのウレ
タン不飽和物基に、および置換または非置換のアリルもしくはビニルエーテル基に、ある
いはエチレン性不飽和アミドもしくはイミド基に好ましくは属する重合可能な不飽和官能
基を含む基を表し、
　　Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ２０およびＲ２１は、水素、メチルまたはエチル基を表し、
　　Ｒ１６、Ｒ１７、Ｒ１８およびＲ１９は、１～２０個の炭素原子を有する直鎖または
分岐鎖アルキル、アリール、アルキルアリールまたはアリールアルキル基、またはそれら
の混合物を表し、
　　ＤおよびＥは、存在してもよい基であって、存在するなら１～４個の炭素原子を有す
る炭化水素基を表す］から選択される少なくとも１種の架橋モノマー、または該モノマー
のいくつかからなる混合物
　から構成され、ａ）、ｂ）、ｃ）およびｄ）の割合の合計が１００％に等しいことを特
徴とする。
【００４２】
　本発明により使用されるコポリマーは、適当な溶媒の、溶液、ダイレクトまたは逆エマ
ルジョン、懸濁または沈殿中での、知られている触媒系および移動剤の存在の下でのラジ
カル共重合法によって、あるいは、可逆付加解列移動（ＲＡＦＴ）として知られている方
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法、原子移動ラジカル重合（ＡＴＲＰ）として知られている方法、ニトロキシド介在重合
（ＮＭＰ）として知られている方法、またはコバロキシム介在フリーラジカル重合として
知られている方法など、制御されたラジカル重合によって得られる。
【００４３】
　酸型で得られ、場合によっては蒸留できるこのコポリマーは、一価の中和官能基または
多価の中和官能基を有する１種または複数の中和剤、例えば、一価の官能基としてはアル
カリカチオン特にナトリウム、カリウム、リチウム、アンモニウムまたは例えばステアリ
ルアミン、エタノールアミン（モノ－、ジ－、トリエタノールアミン）、モノおよびジエ
チルアミン、シクロヘキシルアミン、メチルシクロヘキシルアミン、アミノメチルプロパ
ノール、モルホリンなどの第一級、第二級または第三級脂肪族および／または環状アミン
からなる群から選択される中和剤、多価の官能基としてはアルカリ土類二価カチオン特に
マグネシウムおよびカルシウム、または亜鉛、特にアルミニウムを含む三価カチオン、ま
たはより高原子価のある種のカチオンからなる群から選択される中和剤によって、完全に
または部分的に中和されてもよい。また、各中和剤は、各原子価官能基に固有の中和比率
に従って機能する。
【００４４】
　別な変形形態によれば、共重合反応から得られるコポリマーを、完全または部分中和反
応の前または後に、当業者に知られている統計的または動的方法に従って、水、メタノー
ル、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノール、アセトン、テトラヒド
ロフランまたはこれらの混合物からなる群に属する１種または複数の極性溶媒で処理し、
いくつかの相に分離してもよい。
【００４５】
　この場合、その相の１つが、紙の光学白色度の活性化を改善することがその役割である
薬剤として本発明で使用されるコポリマーに相当する。
【００４６】
　本発明は、また、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少なく
とも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレングリコール官能基を有する前記コ
ポリマーに関するものであり、該コポリマーによって紙、洗剤、繊維および塗料の光学白
色度の活性化を改善することができる。
【００４７】
　したがって、本発明によれば、光学白色度の活性化を改善することがその役割である薬
剤は、該薬剤が上記の水溶性コポリマーであることを特徴とする。
【００４８】
　コポリマーの比粘度は、記号ηｓｐｅで表され、次のようにして決定される。
【００４９】
　ソーダで中和した乾燥ポリマー２．５ｇおよび脱塩水５０ｍｌに相当する溶液が得られ
ように重合物溶液を採取する。次いで、サーモスタットで２５℃に制御した浴中に入れた
ボーメ定数が０．０００１０５のキャピラリー粘度計を使用し、コポリマーを含む上記溶
液の所定容積の流出時間、および前記コポリマーを含まない脱塩水の同容積の流出時間を
測定する。なお、比粘度ηｓｐｅは次の関係により定義できる、すなわち
【００５０】
【数１】

【００５１】
　キャピラリーチューブは、一般に、脱塩純水の流出時間がほぼ６０～１００秒であるよ
うに選択すると、精度の高い比粘度測定値が得られる。
【００５２】
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　また、本発明は、前記コポリマーを使用する分散方法に関する。
【００５３】
　本発明による分散方法は、前記コポリマーを使用すること、特に填料および／または顔
料の乾燥重量に対して乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマーを使用すること、よ
り詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対して乾燥重量で０．１％～３％の前記
コポリマーを使用することを特徴とする。
【００５４】
　無機材料水性懸濁液に関する本発明による分散方法は、無機材料が、炭酸カルシウム、
ドロマイト、カオリン、タルク、セッコウ、酸化チタン、サチンホワイトまたは水酸化ア
ルミニウム、マイカおよびこれら填料の混合物、例えばタルク－炭酸カルシウムまたは炭
酸カルシウム－カオリン混合物、あるいは炭酸カルシウムと水酸化アルミニウムとの混合
物、あるいは合成もしくは天然繊維との混合物、あるいは無機物のコストラクチャー（ｃ
ｏ－ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）、例えばタルク－炭酸カルシウムまたはタルク－二酸化チタン
コストラクチャーの中から選択され、より詳細には大理石、方解石、チョークまたはこれ
らの混合物から選択される天然炭酸カルシウムなどの炭酸カルシウムからなることを特徴
とする。
【００５５】
　また、本発明は、前記コポリマーを使用する粉砕方法に関する。
【００５６】
　無機材料の水性懸濁液に関する本発明による粉砕方法は、前記コポリマーを使用するこ
と、特に填料および／または顔料の乾燥重量に対して乾燥重量で０．０５％～５％の前記
コポリマーを使用すること、より詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対して乾
燥重量で０．１％～３％の前記コポリマーを使用することを特徴とする。
【００５７】
　無機材料水性懸濁液に関する本発明による粉砕方法は、無機材料が、炭酸カルシウム、
ドロマイト、カオリン、タルク、セッコウ、酸化チタン、サチンホワイトまたは水酸化ア
ルミニウム、マイカおよびこれら填料の混合物、例えばタルク－炭酸カルシウムまたは炭
酸カルシウム－カオリン混合物、あるいは炭酸カルシウムと水酸化アルミニウムとの混合
物、あるいは合成もしくは天然繊維との混合物、あるいは無機物のコストラクチャー、例
えばタルク－炭酸カルシウムまたはタルク－二酸化チタンコストラクチャーの中から選択
され、より詳細には大理石、方解石、チョークまたはこれらの混合物から選択される天然
炭酸カルシウムなどの炭酸カルシウムからなることを特徴とする。
【００５８】
　また、本発明は、前記コポリマーを使用する填料製造方法に関する。
【００５９】
　本発明による填料製造方法は、前記コポリマーを使用すること、特に填料および／また
は顔料の乾燥重量に対して乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマーを使用すること
、より詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対して乾燥重量で０．１％～１％の
前記コポリマーを使用することを特徴とする。
【００６０】
　また、本発明は、前記コポリマーを使用するコーティングカラーの製造方法に関する。
【００６１】
　本発明によるコーティングカラーの製造方法は、前記コポリマーを使用すること、特に
填料および／または顔料の乾燥重量に対して乾燥重量で０．０５％～５％の前記コポリマ
ーを使用すること、より詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対して乾燥重量で
０．１％～３％の前記コポリマーを使用することを特徴とする。分散され、および／また
は粉砕され、および／または本発明によるコポリマー添加剤を含む、無機材料とも言える
填料および／または顔料の水性懸濁液は、その懸濁液が前記コポリマーを含むこと、より
詳細には填料および／または顔料の乾燥総重量に対して乾燥重量で０．０５％～５％の前
記コポリマーを、さらにより詳細には填料および／または顔料の乾燥重量に対して乾燥重
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量で０．１％～３．０％の前記コポリマーを含むことを特徴とする。
【００６２】
　これらは、また、填料および／または顔料が、炭酸カルシウム、ドロマイト、カオリン
、タルク、セッコウ、酸化チタン、サチンホワイトまたは水酸化アルミニウム、マイカお
よびこれら填料の混合物、例えばタルク－炭酸カルシウムまたは炭酸カルシウム－カオリ
ン混合物など、あるいは炭酸カルシウムと水酸化アルミニウムとの混合物、あるいは合成
もしくは天然繊維との混合物、または無機物のコストラクチャー、例えばタルク－炭酸カ
ルシウムまたはタルク－二酸化チタンコストラクチャー、または製紙工業で習慣的に使用
される任意のその他填料および／または顔料の中から選択されることを特徴とする。
【００６３】
　好ましくは、本発明による無機材料水性懸濁液は、その無機材料が、大理石、方解石、
チョークまたはこれらの混合物の中から選択される天然炭酸カルシウムなどの炭酸カルシ
ウムであることを特徴とする。本発明による填料は、その填料が、前記コポリマーを含む
こと、より詳細には填料および／または顔料の乾燥総重量に対して乾燥重量で０．０５％
～５％の前記コポリマー、さらに詳細には填料および／または顔料の乾燥総重量に対して
乾燥重量で０．１％～１％の前記コポリマーを含むことを特徴とする。
【００６４】
　本発明によるコーティングカラーは、そのコーティングカラーが、前記コポリマーを含
むこと、より詳細には填料および／または顔料の乾燥総重量に対して乾燥重量で０．０５
％～５％の前記コポリマー、さらに詳細には填料および／または顔料の乾燥総重量に対し
て乾燥重量で０．１％～２％の前記コポリマーを含むことを特徴とする。本発明により製
造されかつ／またはコーティングされた紙は、その紙が前記コポリマーを含むことを特徴
とする。
【００６５】
　本発明による繊維組成物は、その組成物が前記コポリマーを含むことを特徴とする。
【００６６】
　本発明による洗剤組成物は、その組成物が前記コポリマーを含むことを特徴とする。
【００６７】
　本発明による塗料組成物は、その組成物が前記コポリマーを含むことを特徴とする。
【００６８】
　本発明の範囲および権利は、以下の実施例によりさらに理解されるであろうが、該実施
例がすべてではない。
【実施例１】
【００６９】
　本実施例は、無機填料の分散方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られた懸濁液のコーティングカラーの製造における使用に関するも
のであり、該コーティングカラーは紙をコーティングするのに使用される。本実施例は、
また、そのようにして得られた紙の光学白色度および白色度の測定に関する。より正確に
は、本実施例の目的は、少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーにグラフトされた少
なくとも１種のアルコキシまたはヒドロキシポリアルキレン官能基を含む本発明による水
溶性コポリマーの有効性を、このグラフトされた官能基を欠いた従来技術のポリマーと比
較して、例証することである。
【００７０】
　本実施例に対応する試験において、最初のステップは、当業者によく知られている方法
の１つに従って無機材料の懸濁液を分散させることである。
【００７１】
　前記懸濁液のブルックフィールド（商標）粘度を、次のようにして測定する。
【００７２】
　懸濁液のブルックフィールド粘度は、適当なスピンドルを取り付けたＲＶＴ型ブルック
フィールド（商標）粘度計を使用し、攪拌しないビーカー中、温度２３℃で、２つの回転
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速度１０および１００ｒｐｍで測定する。示度は回転１分後に読み取る。この測定でそれ
ぞれμ１０およびμ１００と表示する２つのブルックフィールド（商標）粘度測定値が得
られる。
【００７３】
　このサンプルをビーカー中に８日間放置し、ＲＶＴ型ブルックフィールド（商標）粘度
計の適当なスピンドルを温度が２３℃の攪拌していないビーカー中に挿入することによっ
て、２つの回転速度１０および１００ｒｐｍ（μ１０およびμ１００）で懸濁液のブルッ
クフィールド（商標）粘度を測定する。示度は回転１分後に読み取る（攪拌前のブルック
フィールド（商標）粘度）。ビーカーを５分間攪拌した後に、同様に、同じブルックフィ
ールド（商標）粘度の測定（μ１０およびμ１００）を行う（攪拌後のブルックフィール
ド（商標）粘度）。
【００７４】
　次に前記懸濁液をコーティングカラー組成物中に入れる。
【００７５】
　本実施例で、各コーティングカラーは、前記炭酸カルシウム粉砕懸濁液中の顔料の乾燥
重量１００部に対して、ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＡＬがＤＬ９２０（商標）の名称で市販し
ているスチレン－ブタジエンラテックスを乾燥重量で１５部、およびＢＡＹＥＲがＢｌａ
ｎｃｏｐｈｏｒ　Ｐ（商標）の名称で市販している光学増白剤をそのままの重量で１部を
組み込むことによって調製される。
【００７６】
　前記コーティングカラーの初期粘度は、無機材料の水性懸濁液に適用されるのと同じ方
法を用いて測定できる。
【００７７】
　前記コーティングカラーは、ＣＡＳＣＡＤＥＳ　ＬＡ　ＲＯＣＨＥＴＴＥによって製造
される支持板紙のシートをコーティングするのに使用され、その白色度はパラメータＲ４

５７＋ＵＶ、Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、それぞれ７０
．３－７０．０－０．３および４９．４に等しい。各コーティング試験では、比重量が２
２３ｇ／ｍ２で２１×２９．７ｃｍの板紙シートを使用し、そのシートを供試コーティン
グカラーでコーティングする。該コーティングは、ＥＲＩＣＨＳＥＮがＫＣＣ２０２（商
標）型の名称で市販している交換可能なローラーを取り付けた実験用コーターを使用して
実施する。そのようにして各板紙シートを２１ｇ／ｍ２にコーティングし、次いで非通風
オーブン中、５０℃で５分間乾燥する。
【００７８】
　試験１
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し従来技術によ
るコポリマーを乾燥重量で０．７５％使用し、セディグラフ（Ｓｅｄｉｇｒａｐｈ）（商
標）５１００粒径測定器で測定して重量で粒子の７５％が１μｍ未満の直径を有し、乾燥
材料含有量が７２％である炭酸カルシウム懸濁液を分散させる。
【００７９】
　該コポリマーは、（重量で）７０％のアクリル酸および３０％の無水マレイン酸から構
成される。その比粘度は１．４であり、ソーダで中和されている。
【００８０】
　試験２
　この試験は本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、本発明によるコ
ポリマーを乾燥重量で０．７５％使用し、セディグラフ（Ｓｅｄｉｇｒａｐｈ）（商標）
５１００粒径測定器で測定して重量で粒子の７５％が１μｍ未満の直径を有し、乾燥材料
含有量が７２％である炭酸カルシウム懸濁液を分散させる。
【００８１】
　該コポリマーは、１．２の比粘度を有し、カリで中和されており、
　ａ）アクリル酸１３．５％およびメタクリル酸３．５％
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　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８３％［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝４５である］から構成される。
【００８２】
　試験１および２で、コーティングカラーの乾燥材料含有量、そのｐＨ、および１０およ
び１００ｒｐｍでのブルックフィールド（商標）粘度（μ１０およびμ１００）を測定す
る。
【００８３】
　最後に、コーティング板紙について、パラメータＲ４５７＋ＵＶ、Ｒ４５７－ＵＶを規
格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵＶ
＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従って
Ｗ（ＣＩＥ）も測定する。
【００８４】
　試験１および試験２に対応する結果を表１に要約する。
【００８５】
【表１】

【００８６】
　表Ｉは、試験２におけるモノマーｂ）の説明で示されたようなグラフトされた分子量２
０００のメトキシポリエチレングリコール官能基を含む本発明によるコポリマーを使用す
ると、コーティング板紙の光学白色度の活性化および白色度が、有意に改善されることを
示している。
【００８７】
　さらに、本発明により得られるコーティングカラーのブルックフィールド（商標）粘度
は、通常の工業的応用に際し問題がない。
【実施例２】
【００８８】
　本実施例は、無機填料の粉砕方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られた懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティン
グカラーの製造における使用に関する。本実施例はまた、そのようにして得られた紙の光
学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例の目的は、コーティング紙の
白色度に対するモノマーｂ）の割合の影響を例示することである。
【００８９】
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　本実施例に対応する試験において、その最初のステップは、無機材料懸濁液を以下の方
法に従って粉砕することである。
【００９０】
　　回転インペラを具備し、粉砕体が０．６～１ミリメートルの直径をもつジルコニウム
をベースにしたビーズからなるダイノーミル（Ｄｙｎｏ－Ｍｉｌｌ）（商標）型固定シリ
ンダ粉砕機を使用する
　　粉砕体の占める総容積は１０００立方センチメートル、その質量は２７００ｇ
　　粉砕室の容積は１４００立方センチメートル
　　粉砕機の周速度は毎秒１０メートル
　　顔料懸濁液は毎時４０リットルの速度で循環する
　　ダイノーミル（商標）の出力には、粉砕により生じる懸濁液と粉砕体の分離を可能に
する２００ミクロンのグレードセパレータを取り付ける。
【００９１】
　　各粉砕試験中の温度はほぼ６０℃に維持する。
【００９２】
　該懸濁液の粒度分析は次のようにして測定する。
【００９３】
　粉砕完了の１時間後に、顔料懸濁液サンプルの粒度分布をセディグラフ（商標）５１０
０粒径測定器を用いて測定し、再度ビーカーに戻した。
【００９４】
　該懸濁液のブルックフィールド（商標）粘度を、実施例１に記載した方法に従って測定
する。
【００９５】
　次いで、該懸濁液をコーティングカラー組成物中に入れる。
【００９６】
　本実施例において、各コーティングカラーは、該炭酸カルシウム粉砕懸濁液中の顔料の
乾燥重量１００部に対して、ＤＯＷ　ＣＨＥＮＩＣＡＬがＤＬ９２０（商標）の名称で市
販しているスチレン－ブタジエンを乾燥重量で１０部、およびＢＡＹＥＲがＢｌａｎｃｏ
ｐｈｏｒ　Ｐの名称で市販している光学増白剤をそのままの重量で１部を組み込むことに
よって調製される。
【００９７】
　該コーティングカラーは、プレコート紙をコーティングするのに使用される。これらの
白色度はパラメータＲ４５７＋ＵＶ、Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴
付けられ、それぞれ８８．４－８５．８－２．６および８９．５に等しい。
【００９８】
　各コーティング試験では、比重量が９６ｇ／ｍ２で２１×２９．７ｃｍのシートを使用
し、それを供試コーティングカラーでコーティングする。該コーティングは、ＥＲＩＣＨ
ＳＥＮがＫＣＣ２０２（商標）型の名称で市販している交換可能なローラーを取り付けた
実験用コーターを用いて実施する。このようにして各紙シートを１５ｇ／ｍ２にコーティ
ングし、次いで非通風オーブン中、５０℃で５分間乾燥する。
【００９９】
　試験３
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．６５％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％であ
る。
【０１００】
　このアクリル酸ホモポリマーは、０．６４の比粘度を有し、水酸化カルシウムおよび水
酸化ナトリウムで中和されている。
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【０１０１】
　試験４
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１０２】
　該コポリマーは、１．０８の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸８９．８％およびメタクリル酸０．２％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー１０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１０３】
　試験５
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１０４】
　該コポリマーは、１．０１の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸７９．６％およびメタクリル酸０．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー２０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１０５】
　試験６
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１０６】
　該コポリマーは、１．０８の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸６９．５％およびメタクリル酸０．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー３０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１０７】
　試験７
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　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、固体含有量は７６％である。
【０１０８】
　該コポリマーは、１．５６の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸８．５％およびメタクリル酸１．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１０９】
　試験８
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
１％の従来技術によるホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１１０】
　このアクリル酸ホモポリマーは、０．６４の比粘度を有し、水酸化カルシウムおよび水
酸化ナトリウムで中和されている。
【０１１１】
　試験９
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で１
％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前の炭酸
カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が２μｍ
未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１１２】
　該コポリマーは、０．６４の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸９４．５％およびメタクリル酸０．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー５％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１１３】
　試験３～９のすべてについて、無機材料懸濁液中の乾燥材料含有量、そのｐＨ、１およ
び２μｍ未満の粒子の重量パーセントによって特徴付けられるその粒度分析、ｔ＝０およ
びその後ｔ＝８日に測定される１０および１００ｒｐｍでのそのブルックフィールド（商
標）粘度（μ１０およびμ１００）を、攪拌の前後で測定する。最後に、コーティング紙
に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８
およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵＶ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４

５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従ってＷ（ＣＩＥ）も測定する
。
【０１１４】
　試験３～９に対応する結果のすべてを表ＩＩに要約する。
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【０１１５】
【表２】

【０１１６】
　表ＩＩは、無機填料の粉砕方法に本発明によるコポリマーを使用すると、コーティング
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紙の光学白色度の活性化を改善することが可能になり、試験４、５、６および９に記載し
たようにモノマーｂ）の割合に関係なくその白色度が有意に改善されることを示している
。
【０１１７】
　さらに、これらの結果は、本発明によるコポリマーにより、貯蔵後に攪拌なしで扱うこ
とのできる無機填料懸濁液を得ることが可能になることを示している。
【実施例３】
【０１１８】
　本実施例は、無機填料の粉砕方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られた懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティン
グカラーの製造における使用に関する。本実施例はまた、そのようにして得られる紙の光
学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例の目的は、グラフトされるア
ルコキシポリアルキレングリコール鎖の長さ（すなわち、モノマーｂ）の説明の中に記載
した式（Ｉ）における（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑの値）の影響、および該アルコキシポリアルキレ
ングリコール基をポリマー主鎖に接合している分子の化学的性質の影響を例示することで
ある。
【０１１９】
　本実施例において、最初のステップは、実施例２に対して記載した方法により無機材料
懸濁液を粉砕することである。その粒度分析およびそのブルックフィールド（商標）粘度
を実施例２に対して記載した方法により測定する。次いで、該懸濁液を実施例２に対して
記載した方法により処方されたコーティングカラー組成物に加える。最後に、実施例２に
対して記載した方法により、該コーティングカラーを使用して１５ｇ／ｍ２のコーティン
グ重量で紙シートをコーティングする。前記シートは比重量が９６ｇ／ｍ２で、２１×２
９．７ｃｍのプレコート紙シートである。これらの白色度はパラメータＲ４５７＋ＵＶ、
Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、それぞれ８８．４－８５．
８－２．６および８９．５に等しい。
【０１２０】
　試験１０
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．６５％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％であ
る。
【０１２１】
　このアクリル酸ホモポリマーは、０．６４の比粘度を有し、水酸化カルシウムおよび水
酸化ナトリウムで中和されている。
【０１２２】
　試験１１
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１２３】
　該コポリマーは、０．８４の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）メタクリル酸１８％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
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　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝８である］から構成される。
【０１２４】
　試験１２
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１２５】
　該コポリマーは、０．７８の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸８．３％およびメタクリル酸８．７％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８３％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１７である］から構成される。
【０１２６】
　試験１３
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１２７】
　該コポリマーは、１．４７の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１７％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー７７．６％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリルウレタン基、すなわち、メタクリル酸エチレングリコールとジイソシ
アナトトルエンの反応生成物を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）アクリル酸エチル５．４％から構成される。
【０１２８】
　試験１４
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１２９】
　該コポリマーは、３．６６の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）メタクリル酸１０％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒは３イソプロペニルα，αジメチルベンジルウレタン基を表し
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　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１３０】
　試験１０～１４のすべてについて、無機材料懸濁液中の乾燥材料含有量、そのｐＨ、１
および２μｍ未満の粒子の重量パーセントによって確認されるその粒度分析、ｔ＝０およ
びその後ｔ＝８日に測定される１０および１００ｒｐｍでのブルックフィールド（商標）
粘度（μ１０およびμ１００）を、攪拌の前後で測定する。最後に、コーティング紙に関
するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およ
びＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵＶ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７

－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従ってＷ（ＣＩＥ）も測定する。
【０１３１】
　試験１０～１４に対応する結果のすべてを表ＩＩＩに要約する。
【０１３２】
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【表３】

【０１３３】
　表ＩＩＩは、無機填料の粉砕方法に本発明によるコポリマーを使用すると、一方ではア
ルコキシポリアルキレングリコール基を含むモノマーｂ）の様々な性質において、他方で
は式（Ｉ）によって記述されるモノマーｂ）の定義における（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ値５～１５
０において、コーティング紙の光学白色度の活性化およびその白色度が有意に改善される
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ことを示している。
【０１３４】
　さらに、これらの結果は、本発明によるコポリマーにより、貯蔵後に攪拌しないで扱う
ことのできる無機填料懸濁液を得ることが可能になることを示してもいる。
【実施例４】
【０１３５】
　本実施例は、無機填料の粉砕方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られた懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティン
グカラーの製造における使用に関する。また、本実施例は、そのようにして得られた紙の
光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例の目的は、本発明によるコ
ポリマーの成分ｃ）およびｄ）の中から選択されるモノマーの性質の影響を例示すること
である。
【０１３６】
　本実施例において、最初のステップは、実施例２に対して記載した方法により無機材料
懸濁液を粉砕することである。その粒度分析およびそのブルックフィールド（商標）粘度
を実施例２に対して記載した方法により測定する。次いで、該懸濁液を実施例２に対して
記載した方法により処方されたコーティングカラー組成物に加える。最後に、実施例２に
対して記載した方法により、該コーティングカラーを使用して１５ｇ／ｍ２のコーティン
グ重量で紙シートをコーティングする。前記シートは比重量が９６ｇ／ｍ２で、２１×２
９．７ｃｍのプレコート紙シートである。これらの白色度はパラメータＲ４５７＋ＵＶ、
Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、それぞれ８８．４－８５．
８－２．６および８９．５に等しい。
【０１３７】
　試験１５
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．７０％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％であ
る。
【０１３８】
　このアクリル酸ホモポリマーは、０．６４の比粘度を有し、水酸化カルシウムおよび水
酸化ナトリウムで中和されている。
【０１３９】
　試験１６
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１４０】
　該コポリマーは、２．７４の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー６９．２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）式（ＩＩｂ）のモノマー３％
　［式中、
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　　Ｒはビニル基を表し
　　Ｂはメチル基を表す］から構成される。
【０１４１】
　試験１７
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１４２】
　該コポリマーは、２．８８の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー６９．２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）式（ＩＩｂ）のモノマー３％
　［式中、
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ａはプロピル鎖を表し
　　Ｂはメチル基を表す］から構成される。
【０１４３】
　試験１８
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１４４】
　該コポリマーは、３．５２の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー６９．２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）式（ＩＩｂ）のモノマー３％
　［式中、
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ａはプロピル鎖を表し
　　Ｂはメチル基を表す］から構成される。
【０１４５】
　試験１９
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
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【０１４６】
　該コポリマーは、１．９９の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー６９．２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）式（ＩＩｂ）のモノマー３％
　［式中、
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ａはプロピル鎖を表し
　　Ｂはメチル基を表す］から構成される。
【０１４７】
　試験２０
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１４８】
　該コポリマーは、２．７４の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー６９．２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）２１個のフッ素原子および１０個の炭素原子を含む単位からなる、アクリル酸２パ
ーフルオロアルキルエチル３％から構成される。
【０１４９】
　試験２１
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１５０】
　該コポリマーは、２．７８の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー６８．９％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　および、式（Ｉ）のモノマー３％
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　［式中、
　　Ｒ１はメチル基を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はブチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝３２である］
　ｄ）ジメタクリル酸エチレングリコール０．３％から構成される。
【０１５１】
　試験２２
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．７０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１５２】
　該コポリマーは、２．８０の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー６８．９％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　および、式（Ｉ）のモノマー３％
　［式中、
　　Ｒ１はメチル基を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリルアミド基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝２２である］
　ｄ）式（ＩＩＩ）のモノマー０．３％
　［式中、
　　Ｒ１３はアクリル酸プロピル基を表し
　　Ｒ１６、Ｒ１７、Ｒ１８およびＲ１９はメチル基を表し
　　ＤおよびＥは存在せず
　　ｍ３＝ｎ３＝ｐ３＝ｍ４＝ｎ４＝ｐ４＝０
　　ｒ’＝１４である］から構成される。
【０１５３】
　試験１５～２２のすべてについて、無機物懸濁液中の乾燥材料含有量、そのｐＨ、１お
よび２μｍ未満の粒子の重量パーセントによって特徴付けられるその粒度分析、ｔ＝０お
よびその後ｔ＝８日に測定される１０および１００ｒｐｍでのそのブルックフィールド（
商標）粘度（μ１０およびμ１００）を、攪拌の前後で測定する。最後に、コーティング
紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、規格ＮＦ　Ｑ０３－０３
８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵＶ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ

４５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従ってＷ（ＣＩＥ）も測定す
る。
【０１５４】
　試験１５～２２に対応する結果のすべてを表ＩＶに要約する。
【０１５５】
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【０１５６】
　表ＩＶは、無機填料の粉砕方法に本発明によるコポリマーを使用すると、本発明による
コポリマーの種々のモノマーｃ）またはｄ）において、コーティング紙の光学白色度の活
性化および白色度が有意に改善されることを示している。
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【０１５７】
　さらに、これらの結果は、本発明によるコポリマーにより、貯蔵後に攪拌なしで扱うこ
とのできる無機填料懸濁液を得ることが可能になることを示してもいる。
【実施例５】
【０１５８】
　本実施例は、無機填料の粉砕方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られた懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティン
グカラーの製造における使用に関する。また、本実施例は、そのようにして得られた紙の
光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例の目的は、本発明によるコ
ポリマーの一定モノマー組成における比粘度の影響を例示することである。
【０１５９】
　本実施例において、最初のステップは、実施例２に対して記載した方法により無機材料
懸濁液を粉砕することである。その粒度分析およびそのブルックフィールド（商標）粘度
を実施例２に対して記載した方法により測定する。次いで、該懸濁液を実施例２に対して
記載した方法により処方されたコーティングカラー組成物に加える。最後に、実施例２に
対して記載した方法により、該コーティングカラーを使用して１５ｇ／ｍ２のコーティン
グ重量で紙シートをコーティングする。前記シートは比重量が９６ｇ／ｍ２で、２１×２
９．７ｃｍのプレコート紙シートである。これらの白色度はパラメータＲ４５７＋ＵＶ、
Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、それぞれ８８．４－８５．
８－２．６および８９．５に等しい。
【０１６０】
　試験２３から２８について、本発明によるコポリマーの重量組成は一定であり、
　ａ）アクリル酸１８．６％およびメタクリル酸１．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］である。
【０１６１】
　試験２３
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１６２】
　該コポリマーは、０．７７の比粘度を有し、ソーダで中和されている。
【０１６３】
　試験２４
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１６４】
　該コポリマーは、１．００の比粘度を有し、ソーダで中和されている。
【０１６５】
　試験２５
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
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２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１６６】
　該コポリマーは、１．４０の比粘度を有し、ソーダで中和されている。
【０１６７】
　試験２６
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１６８】
　該コポリマーは、２．７２の比粘度を有し、ソーダで中和されている。
【０１６９】
　試験２７
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１７０】
　該コポリマーは、４．７９の比粘度を有し、ソーダで中和されている。
【０１７１】
　試験２８
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１７２】
　該コポリマーは、７．８５の比粘度を有し、ソーダで中和されている。
【０１７３】
　この実施例では、試験２３～２８に記載の本発明によるコポリマーを、実施例３の試験
１０に記載した従来技術のポリマーと対比する。試験２３～２８のすべてについて、無機
物懸濁液中の乾燥材料含有量、そのｐＨ、１および２μｍ未満の粒子の重量パーセントに
よって特徴付けられるその粒度分析、ｔ＝０およびその後ｔ＝８日に測定される１０およ
び１００ｒｐｍでのそのブルックフィールド（商標）粘度（μ１０およびμ１００）を、
攪拌の前後で測定する。最後に、コーティング紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよ
びＲ４５７－ＵＶを、規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測
定し、次いで、差ΔＵＶ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤ
ＩＳ１１４７５に従ってＷ（ＣＩＥ）も測定する。
【０１７４】
　試験２３～２８に対応する結果のすべてを表Ｖに要約する。
【０１７５】
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【表５】

【０１７６】
　表Ｖは、無機填料の粉砕方法に本発明によるコポリマーを使用すると、０．５～８に及
ぶ広範囲の比粘度において、コーティング紙の光学白色度の活性化および白色度が有意に
改善されることを示している。
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【０１７７】
　さらに、これらの結果は、本発明によるコポリマーにより、貯蔵後に攪拌なしで扱うこ
とのできる無機填料懸濁液を得ることが可能になることを示してもいる。
【実施例６】
【０１７８】
　本実施例は、無機填料の粉砕方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られた懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティン
グカラーの製造における使用に関する。また、本実施例は、そのようにして得られた紙の
光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例は、分子量が５０００のメ
タクリル酸メトキシポリエチレングリコールの比率を一定にした場合の、本発明によるコ
ポリマー中のモノマー組成の影響を例示することを目的とする。
【０１７９】
　本実施例において、最初のステップは、実施例２に対して記載した方法により無機材料
懸濁液を粉砕することである。その粒度分析およびそのブルックフィールド（商標）粘度
を実施例２に対して記載した方法により測定する。次いで、該懸濁液を実施例２に対して
記載した方法により処方されたコーティングカラー組成物に加える。最後に、実施例２に
対して記載した方法により、該コーティングカラーを使用して１５ｇ／ｍ２のコーティン
グ重量で紙シートをコーティングする。前記シートは比重量が９６ｇ／ｍ２で、２１×２
９．７ｃｍのプレコート紙シートである。これらの白色度はパラメータＲ４５７＋ＵＶ、
Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、それぞれ８８．４－８５．
８－２．６および８９．５に等しい。
【０１８０】
　試験２９
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．６５％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％であ
る。
【０１８１】
　このアクリル酸ホモポリマーは、０．６４の比粘度を有し、水酸化カルシウムおよび水
酸化ナトリウムで中和されている。
【０１８２】
　試験３０
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１８３】
　このコポリマーは、１．３４の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸８．６％およびメタクリル酸１．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）アクリルアミド１０％から構成される。
【０１８４】
　試験３１
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　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１８５】
　該コポリマーは、１．２４の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸８．６％、メタクリル酸１．４％およびイタコン酸１０％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１８６】
　試験３２
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１８７】
　該コポリマーは、１．３８の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸８．６％、メタクリル酸１．４％、およびメタクリル酸エチレングリコ
ールホスフェート１０％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１８８】
　試験３３
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１８９】
　該コポリマーは、１．２４の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸８．６％、メタクリル酸１．４％、およびアクリルアミドメチルプロパ
ンスルホン酸１０％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１９０】
　試験３４
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　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０１９１】
　該コポリマーは、１．９２の比粘度を有し、ソーダで中和されており、
　ａ）メタクリル酸２０％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０１９２】
　この実施例では、試験３０～３３に記載の本発明によるコポリマーを、実施例３の試験
番号１０に記載の従来技術のポリマーと対比する。この実施例では、試験３４に記載の本
発明によるコポリマーを本実施例の試験２９に記載の従来技術のポリマーと対比する。つ
まり、対応する表の値でわかるように、粒度分析が類似した無機材料懸濁液を得ることが
可能なポリマーを比較する。
【０１９３】
　試験３０～３４のすべてについて、無機物懸濁液中の乾燥材料含有量、そのｐＨ、１お
よび２μｍ未満の粒子の重量パーセントによって特徴付けられるその粒度分析、ｔ＝０お
よびその後ｔ＝８日に測定される１０および１００ｒｐｍでのそのブルックフィールド（
商標）粘度（μ１０およびμ１００）を、攪拌の前後で測定する。
【０１９４】
　最後に、コーティング紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、
規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵ
Ｖ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従っ
てＷ（ＣＩＥ）も測定する。
【０１９５】
　試験３０～３４に対応する結果のすべてを表ＶＩに要約する。
【０１９６】
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【表６】

【０１９７】
　表ＶＩは、無機填料の粉砕方法に本発明によるコポリマーを使用すると、分子量が５０
００のメタクリル酸メトキシポリエチレングリコールの比率が一定の場合、広範な種類の
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モノマー組成において、コーティング紙の光学白色度の活性化および白色度が有意に改善
されることを示している。
【０１９８】
　さらに、これらの結果は、本発明によるコポリマーにより、貯蔵後に攪拌なしで扱うこ
とのできる無機填料懸濁液を得ることが可能になることを示してもいる。
【実施例７】
【０１９９】
　本実施例は、無機填料の粉砕方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られた懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティン
グカラーの製造における使用に関する。また、本実施例は、そのようにして得られた紙の
光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例の目的は、一定のモノマー
組成における、本発明によるコポリマーの中和の割合および性質の影響を例示することで
ある。
【０２００】
　本実施例において、最初のステップは、実施例２に対して記載した方法により無機材料
懸濁液を粉砕することである。その粒度分析およびそのブルックフィールド（商標）粘度
を実施例２に対して記載した方法により測定する。次いで、該懸濁液を実施例２に対して
記載した方法により処方されたコーティングカラー組成物に加える。最後に、実施例２に
対して記載した方法により、該コーティングカラーを使用して１５ｇ／ｍ２のコーティン
グ重量で紙シートをコーティングする。前記シートは比重量が７６ｇ／ｍ２で、２１×２
９．７ｃｍのプレコート紙シートである。これらの白色度はパラメータＲ４５７＋ＵＶ、
Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、それぞれ９０．９－８３．
８－７．１および１０３．６に等しい。
【０２０１】
　試験３６～３９および４１～４４で、本発明によるコポリマーの重量組成は、重量で
　ａ）アクリル酸１１．８％およびメタクリル酸１６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー７２．２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝８である］に固定する。
【０２０２】
　試験３５
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．６５％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％であ
る。
【０２０３】
　該ホモポリマーは、ソーダで中和すると０．６４の比粘度を有し、この試験ではナトリ
ウムイオン７０モル％およびカルシウムイオン３０モル％からなる系で中和する。
【０２０４】
　試験３６
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０２０５】
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　このコポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、この試験ではカリウ
ムイオンで完全に中和する。
【０２０６】
　試験３７
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０２０７】
　該コポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、この試験ではナトリウ
ムイオン７０モル％およびカルシウムイオン３０モル％からなる系で中和する。
【０２０８】
　試験３８
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０２０９】
　該コポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、この試験ではナトリウ
ムイオン５０モル％およびマグネシウムイオン５０モル％からなる系で中和する。
【０２１０】
　試験３９
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０２１１】
　このコポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、この試験ではアミノ
メチルプロパノールで完全に中和する。
【０２１２】
　試験４０
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．６５％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％であ
る。
【０２１３】
　該ホモポリマーは、ソーダで中和すると０．６４の比粘度を有し、この試験ではナトリ
ウムイオン７０モル％およびカルシウムイオン３０モル％からなる系で中和する。
【０２１４】
　試験４１
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０２１５】
　このコポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、この試験では中和し
ない（そのカルボキシル官能基はすべて酸のままで残存）。
【０２１６】
　試験４２
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　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７６％である。
【０２１７】
　このコポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、この試験ではトリエ
タノールアミンで完全に中和する。
【０２１８】
　試験４３
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、重量で７６％の乾燥材料含有量を有する。
【０２１９】
　このコポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、この試験ではアンモ
ニウムイオンで完全に中和する。
【０２２０】
　試験４４
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．６５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、重量で７６％の乾燥材料含有量を有す。
【０２２１】
　このコポリマーは、ソーダで中和すると１．０８の比粘度を有し、カリウムイオンで全
体の５０％を中和し、その官能基の５０％は酸のままである。
【０２２２】
　試験３５～４４のすべてについて、無機物懸濁液中の乾燥材料含有量、そのｐＨ、１お
よび２μｍ未満の粒子の重量パーセントによって特徴付けられるその粒度分析、ｔ＝０お
よびその後ｔ＝８日に測定される１０および１００ｒｐｍでのそのブルックフィールド（
商標）粘度（μ１０およびμ１００）を、攪拌の前後で測定する。
【０２２３】
　最後に、コーティング紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、
規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵ
Ｖ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従っ
てＷ（ＣＩＥ）も測定する。
【０２２４】
　試験３５～４４に対応する結果のすべてを表ＶＩＩに要約する。
【０２２５】
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【表７】

【０２２６】
　表ＶＩＩは、無機填料の粉砕方法に本発明によるコポリマーを使用すると、一定のモノ
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マー組成および考えられる中和系のさまざまな割合および性質において、コーティング紙
の光学白色度の活性化および白色度が有意に改善されることを示している。
【０２２７】
　さらに、これらの結果は、本発明によるコポリマーにより、貯蔵後に攪拌なしで扱うこ
とのできる無機填料懸濁液を得ることが可能になることを示してもいる。
【実施例８】
【０２２８】
　本実施例は、無機填料の粉砕方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られる懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティン
グカラーの製造における使用に関する。また、本実施例は、そのようにして得られた紙の
光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例の目的は、本発明によるコ
ポリマーの各種モノマー組成を例示することである。
【０２２９】
　本実施例において、最初のステップは、実施例２に対して記載した方法により無機材料
懸濁液を粉砕することである。その粒度分析およびそのブルックフィールド（商標）粘度
を実施例２に対して記載した方法により測定する。次いで、該懸濁液を、該炭酸カルシウ
ム粉砕懸濁液中の乾燥顔料１００重量部に対してＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＡＬがＤＬ９５０
（商標）の名称で市販しているスチレン－ブタジエンラテックスを乾燥重量で１０部、Ｃ
ＯＡＴＥＸがＲｈｅｏｃｏａｔ（商標）３５の名称で市販しているコバインダーを０．２
部、ＢＡＹＥＲがＢｌａｎｃｏｐｈｏｒ　Ｐ（商標）の名称で市販している光学増白剤を
そのままで１部、組み込んで作られるコーティングカラー組成物に加える。
【０２３０】
　最後に、該コーティングカラーを使用し、実施例２に対して記載した方法により、１５
ｇ／ｍ２のコーティング重量で紙シートをコーティングする。前記シートは比重量が９６
ｇ／ｍ２で、２１×２９．７ｃｍのプレコート紙シートである。
【０２３１】
　試験４５
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．６５％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７８．２％
である。
【０２３２】
　このホモポリマーは、ソーダで中和すると０．６４の比粘度を有し、水酸化カルシウム
および水酸化ナトリウムで中和される。
【０２３３】
　試験４６
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で１
．５０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７８．３％である。
【０２３４】
　該コポリマーは、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸１３．３％およびメタクリル酸３．３％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー７８．４％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
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　　ｍ＝ｐ＝０、ｎ＝４５、ｑ＝１、および（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝４５である］
　ｃ）ビニルピロリドン５％から構成される。
【０２３５】
　試験４７
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で１
．２０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７８．６％である。
【０２３６】
　該コポリマーは、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸９４％および無水マレイン酸１％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー５％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはビニル基を表し
　　Ｒ’は水素を表し
　　ｍ＝ｐ＝０、ｎ＝１１３、ｑ＝１、および（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構
成される。
【０２３７】
　試験４８
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で１
．５０％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は７５％である。
【０２３８】
　該コポリマーは、ソーダで中和されており、
　ａ）アクリル酸９４％および無水マレイン酸１％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー２％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはビニル基を表し
　　Ｒ’は水素を表し
　　ｍ＝ｐ＝０、ｎ＝１１３、ｑ＝１、および（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］
　ｃ）式（ＩＩｂ）のモノマー３％
　［式中、
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ａはプロピル鎖を表し
　　Ｂはメチル基を表す］から構成される。
【０２３９】
　試験４５～４８のすべてについて、無機物懸濁液中の乾燥材料含有量、そのｐＨ、１お
よび２μｍ未満の粒子の重量パーセントによって特徴付けられるその粒度分析、ｔ＝０お
よびその後ｔ＝８日に測定される１０および１００ｒｐｍでのそのブルックフィールド（
商標）粘度（μ１０およびμ１００）を、攪拌の前後で測定する。
【０２４０】
　最後に、コーティング紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、
規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵ
Ｖ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従っ
てＷ（ＣＩＥ）も測定する。
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【０２４１】
　試験４５～４８に対応する結果のすべてを表ＶＩＩＩに要約する。
【０２４２】
【表８】

【０２４３】
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　表ＶＩＩＩは、無機填料の粉砕方法に各種モノマー組成の本発明によるコポリマーを使
用すると、コーティング紙の光学白色度の活性化およびその白色度が有意に改善されるこ
とを示している。
【実施例９】
【０２４４】
　本実施例は、無機填料の製造方法における本発明によるコポリマーの使用に関する。ま
た、そのようにして得られる填料の、紙の製造における使用に関する。本実施例はまた、
そのようにして得られる紙の光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施
例は、製造される紙の光学白色度の活性化および白色度の改善における本発明によるコポ
リマーの有効性を例示することである。
【０２４５】
　本実施例に対応する試験において、最初のステップは、実施例２に対して記載した方法
により無機材料懸濁液を粉砕することである。無機填料は炭酸カルシウムである。各試験
では、本発明によるコポリマーである粉砕剤または従来技術の粉砕剤の一定量、すなわち
無機填料の乾燥重量に対して乾燥重量で０．３５％に等しい量を使用する。該懸濁液の粒
度分析はセディグラフ（商標）５１００粒径測定器を用いて測定する。その１０および１
００ｒｐｍでのブルックフィールド（商標）粘度も実施例２に対して記載した操作方法に
従って、ｔ＝０、および８日後に攪拌の前後で測定する。
【０２４６】
　ｔ＝０でのブルックフィールド（商標）粘度の測定に続いて、その填料を使用し、以下
の方法に従って紙シートを製造する。
【０２４７】
　これにより、重量で３０％の樹脂繊維および重量で７０％ユーカリ繊維の混合物である
パルプが得られる。このパルプをバレースタック中、３０°ＳＲで精製し、精製濃度は１
６ｇ／ｌである。該パルプをＦｒａｎｃｋ型ホーマーボウルに入れる。このパルプに、重
量で１％（繊維の乾燥総重量に対して）のＢＡＹＥＲが市販しているＢｌａｎｃｏｐｈｏ
ｒ　Ｐ０１（商標）光学増白剤を添加する。次いで、繊維の乾燥総重量に対し、重量で０
．６％のＥＫＡ　ＣＨＥＭＩＣＡＬが市販しているＫｅｙｄｉｍｅ（商標）Ｃ２２２接着
剤を導入する。次いで、繊維の総重量に対して重量で３０％の比率で水性懸濁液の形態の
填料を添加する。得られたものを希釈して最終坪量が８０ｇ／ｍ２のシートを得る。カチ
オン／ポリアクリルアミド澱粉型の保持システムも導入する。カチオン澱粉は、ＲＯＱＵ
ＥＴＴＥが市販しているＨｉ－Ｃａｔ（商標）５２８３であり、ポリアクリルアミドはＣ
ＩＢＡが市販しているＰｅｒｃｏｌ（商標）１７８である。保持剤の量は、得られるシー
ト中に重量で２０％の残存填料パーセントが得られるように調節する。
【０２４８】
　最後に、製造した紙についてパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、規格
ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵＶ＝
Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５に従ってＷ
（ＣＩＥ）も測定する。
【０２４９】
　試験４９
　この試験は、従来技術を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
０．３５％の従来技術によるアクリル酸ホモポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を
粉砕する。粉砕前の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器
で測定して直径が２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、重量で６５％の乾燥材料含有
量を有する。
【０２５０】
　このアクリル酸ホモポリマーは、０．６４の比粘度を有し、水酸化カルシウムおよび水
酸化ナトリウムで中和される。
【０２５１】
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　試験５０
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．３５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、重量で６５％の乾燥材料含有量を有する。
【０２５２】
　該コポリマーは、１．１０の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸１４．１％およびメタクリル酸３．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８２．５％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝４５である］から構成される。
【０２５３】
　試験５１
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．３５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、乾燥材料含有量は６５％である。
【０２５４】
　該コポリマーは、１．４９の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸１３．７％およびメタクリル酸３．３％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８３％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０２５５】
　試験５２
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
．３５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、重量で６５％の乾燥材料含有量を有する。
【０２５６】
　該コポリマーは、１．２７の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸８．５％およびメタクリル酸１．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０２５７】
　試験５３
　この試験は、本発明を例示するものであり、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で０
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．３５％の本発明によるコポリマーを使用して炭酸カルシウム懸濁液を粉砕する。粉砕前
の炭酸カルシウム懸濁液は、セディグラフ（商標）５１００粒径測定器で測定して直径が
２μｍ未満の粒子を重量で２０％含有し、重量で６５％の乾燥材料含有量を有する。
【０２５８】
　該コポリマーは、１．５６の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸８．５％およびメタクリル酸１．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０２５９】
　試験９～５３のすべてについて、１および２μｍ未満の粒子の重量パーセントによって
明らかにされる無機填料粉砕懸濁液の粒度分析、ｔ＝０およびその後ｔ＝８日に測定され
る１０および１００ｒｐｍでのそのブルックフィールド（商標）粘度（μ１０およびμ１

００）を、攪拌の前後で測定する。
【０２６０】
　最後に、コーティング紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、
規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵ
Ｖ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、また、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５
に従ってＷ（ＣＩＥ）を測定する。
【０２６１】
　試験４９～５３に対応する結果のすべてを表ＩＸに要約する。
【０２６２】
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【表９】

【０２６３】
　表ＩＸは、無機填料の粉砕方法に本発明によるコポリマーを使用すると、製造した紙の
光学白色度の活性化およびその白色度が有意に改善されることを示している。
【０２６４】
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　さらに、これらの結果は、本発明によるコポリマーにより、貯蔵後に攪拌なしで扱うこ
とのできる無機填料懸濁液を得ることが可能になることを示してもいる。
【実施例１０】
【０２６５】
　本実施例は、コーティングカラーの製造方法における添加剤としての本発明によるコポ
リマーの使用に関する。また、そのようにして得られるコーティングカラーの、コーティ
ング紙の製造における使用に関する。また、本実施例は、そのようにして得られるコーテ
ィング紙の光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、本実施例は、コーティン
グ紙の光学白色度の活性化および白色度の改善における本発明によるコポリマーの有効性
を例示することを目的とする。
【０２６６】
　本実施例に対応する試験において、最初のステップは、当業者に知られている方法に従
ってＯＭＹＡがＳｅｔａｃａｒｂ（商標）の名称で市販している炭酸カルシウム懸濁液お
よびＨＵＢＥＲがＨｙｄｒａｇｌｏｓｓ（商標）９０の名称で市販しているカオリン懸濁
液を混合することである。次いで、乾燥顔料１００重量部に対し、ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣ
ＡＬがＤＬ９５０（商標）の名称で市販しているスチレン－ブタジエンラテックスを乾燥
重量で１０部、およびＢＡＹＥＲが市販している光学増白剤Ｂｌａｎｃｏｐｈｏｒ　Ｐ（
商標）をそのままで１重量部を混合することによって混合物を調製する。次いで、場合に
よっては、当業者に知られている光学白色度補助剤、すなわちＣＬＡＲＩＡＮＴがＭｏｗ
ｉｏｌ（商標）４－９６の名称で市販しているポリビニルアルコールを乾燥重量で１．５
部添加する。本発明によるコポリマーを各試験で明記する比率で添加してもよいし、添加
しなくてもよい。
【０２６７】
　次いで、これらの混合物を使用し、実施例２に記載の方法により１５ｇ／ｍ２に等しい
コーティング重量で紙シートをコーティングする。該シートは７６ｇ／ｍ２の比重量を有
する２１×２９．７ｃｍの顔料コーティング紙である。これらの白色度はパラメータＲ４

５７＋ＵＶ、Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、それぞれ９０
．９－８３．８－７．１および１０３．６に等しい。
【０２６８】
　試験５４
　この試験は、従来技術を例示するものであり、混合物の製造に、上記の無機填料混合物
、上記のラテックスおよび上記の光学増白剤を実施例９の始めで定めた割合で使用する。
【０２６９】
　試験５５
　この試験は、本発明を例示するものであり、混合物の製造に、上記の無機填料混合物、
上記のラテックスおよび上記の光学増白剤を実施例９の始めで定めた比率で使用する。ま
た、混合物の処方には、乾燥重量で１．５部の本発明によるコポリマーを使用する。
【０２７０】
　該コポリマーは、１４．２の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸１３．６％およびメタクリル酸３．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８３％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝４５である］から構成される。
【０２７１】
　試験５６
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造に、上記の無機
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填料混合物、上記のラテックスおよび上記の光学増白剤を実施例９の始めで定めた比率で
使用する。
【０２７２】
　また、コーティングカラーの処方には、乾燥重量で１部の本発明によるコポリマーを使
用する。
【０２７３】
　該コポリマーは、４．８３の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸１３．６％およびメタクリル酸３．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８３％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝４５である］から構成される。
【０２７４】
　試験５７
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造に、上記の無機
填料混合物、上記のラテックスおよび上記の光学増白剤を実施例９の始めで定めた比率で
使用する。
【０２７５】
　また、光学白色度補助剤として乾燥重量で０．５部のポリビニルアルコールを使用する
。
【０２７６】
　試験５８
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造に、上記の無機
填料混合物、上記のラテックスおよび上記の光学増白剤を実施例９の始めで定めた比率で
使用する。
【０２７７】
　また、混合物の処方には、光学白色度媒体として乾燥重量で０．５部のポリビニルアル
コール、および乾燥重量で０．９部の本発明によるコポリマーを使用する。
【０２７８】
　該コポリマーは、１４．２の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸１３．６％およびメタクリル酸３．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８３％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝４５である］から構成される。
【０２７９】
　試験５９
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造に、上記の無機
填料混合物、上記のラテックスおよび上記の光学増白剤を実施例９の始めで定めた比率で
使用する。
【０２８０】
　また、混合物の処方には、光学白色度媒体として乾燥重量で０．５部のポリビニルアル
コール、および乾燥重量で１部の本発明によるコポリマーを使用する。
【０２８１】
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　該コポリマーは、４．８３の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸１３．６％およびメタクリル酸３．４％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー８３％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝４５である］から構成される。
【０２８２】
　試験５４～５９について、得られたコーティングカラーの粘度をｔ＝０において１０お
よび１００ｒｐｍで測定する（μ１０およびμ１００）。
【０２８３】
　最後に、コーティング紙についてパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、
規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵ
Ｖ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、また、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５
に従ってＷ（ＣＩＥ）を測定する。
【０２８４】
　また、各コーティングカラーについて、ＥＰ１００１０８３に準拠して保水値を測定す
る。
【０２８５】
　水を通すことのできる濾紙型面を取り付けた標準シリンダ内で、コーティングカラーに
７バールの圧力を加える。次いで、２０分後に集まった混合物からの濾液の容積（Ｖ２０

ｍｉｎミリリットル）および最初の１滴が濾紙を通過する時間（ｔ１ｓｔ　ｄｒｏｐ分）
を測定する。保持性は、Ｖ２０ｍｉｎ値が低く、ｔ１ｓｔ　ｄｒｏｐ値が高いほど良好で
ある。
【０２８６】
　試験５４～５９に対応する結果のすべてを表Ｘに要約する。
【０２８７】
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【表１０】

【０２８８】
　表Ｘは、光学増白剤としてのポリビニルアルコールの存在とは無関係に、本発明による
コポリマーによって、コーティング紙の光学白色度の活性化、およびその白色度が有意に
改善されることを示している。
【０２８９】
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　また、本発明によるコポリマーを使用すると、コーティングカラーの保水性が有意に改
善されることがわかる。
【０２９０】
　さらに、本発明により得られるコーティングカラーのブルックフィールド（商標）粘度
は通常の工業的応用に支障がないことがわかる。
【実施例１１】
【０２９１】
　本実施例は、前もって分散および／または粉砕した無機材料の懸濁液の製造方法におけ
る添加剤としての本発明によるコポリマーの使用に関する。また、そのようにして得られ
る懸濁液の、紙をコーティングするのに使用されるコーティングカラーの製造における使
用に関する。また、本実施例は、そのようにして得られる紙の光学白色度および白色度の
測定に関する。最終的に、本実施例は、コーティング紙の光学白色度の活性化および白色
度の改善における本発明によるコポリマーの有効性を例示することを目的とする。
【０２９２】
　本実施例に対応する試験では、ＯＭＹＡがＨｙｄｒｏｃａｒｂ（商標）９０の名称で市
販している炭酸カルシウム懸濁液を使用する。
【０２９３】
　次いで、次のステップで、これらの懸濁液に、無機填料の乾燥重量に対し、乾燥重量で
１％の比率で本発明によるコポリマーを混合する。
【０２９４】
　次いで、該懸濁液をコーティングカラー組成物の中に加える。
【０２９５】
　コーティングカラーは、乾燥重量で１００部の顔料に対し、ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ
がＤＬ９２０（商標）の名称で市販しているスチレン－ブタジエンラテックスを乾燥重量
で１０部、およびＢＡＹＥＲがＢｌａｎｃｏｐｈｏｒ　Ｐ（商標）の名称で市販している
光学増白剤をそのままの重量で１部を混合することによって調製される。
【０２９６】
　次いで、これらのコーティングカラーを使用し、実施例２に記載の方法により１５ｇ／
ｍ２に等しいコーティング重量で紙シートをコーティングする。該シートは９６ｇ／ｍ２

の比重量を有する２１×２９．７ｃｍのプレコート紙シートである。これらの白色度はパ
ラメータＲ４５７＋ＵＶ、Ｒ４５７－ＵＶ、ΔＵＶおよびＷ（ＣＩＥ）で特徴付けられ、
それぞれ８８．４－８５．８－２．６および８９．５に等しい。
【０２９７】
　これらの粘度は、無機材料水性懸濁液に適用されると同様の方法により測定する。
【０２９８】
　紙シートは、実施例２に記載の方法によりコーティングする。
【０２９９】
　試験６０
　この試験は、従来技術を例示するものであり、コーティングカラーの製造にＨｙｄｒｏ
ｃａｒｂ９０（商標）炭酸カルシウム懸濁液を使用する。
【０３００】
　試験６１
　この試験は、本発明を例示するものであり、Ｈｙｄｒｏｃａｒｂ９０（商標）炭酸カル
シウム懸濁液への添加剤として、無機填料の乾燥重量に対して乾燥重量で１％の本発明に
よるコポリマーを使用する。
【０３０１】
　該コポリマーは、１．５２の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸８．５％およびメタクリル酸１．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９０％
　［式中、
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　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０３０２】
　試験６２
　この試験は、従来技術を例示するものであり、コーティングカラーの製造にＨｙｄｒｏ
ｃａｒｂ９０（商標）炭酸カルシウム懸濁液を使用する。また、コーティングカラーの製
造において、従来技術の光学白色度担体、すなわちＢＡＳＦがＫ３０（商標）の名称で市
販しているポリビニルピロリドンを乾燥重量で１部（顔料の乾燥重量１００部に対し）の
使用する。
【０３０３】
　試験６３
　この試験は、本発明を例示するものであり、Ｈｙｄｒｏｃａｒｂ９０（商標）炭酸カル
シウム懸濁液への添加剤として、無機填料の乾燥重量に対して乾燥重量で１％の本発明に
よるコポリマーを使用する。
【０３０４】
　該コポリマーは、１．５２の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸８．５％およびメタクリル酸１．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０３０５】
　また、コーティングカラーの製造において、従来技術の光学白色度担体、すなわちＢＡ
ＳＦがＫ３０（商標）の名称で市販しているポリビニルピロリドンを乾燥重量で１重量部
使用する。
【０３０６】
　試験６４
　この試験は、従来技術を例示するものであり、コーティングカラーの製造にＨｙｄｒｏ
ｃａｒｂ９０（商標）炭酸カルシウム懸濁液を使用する。また、コーティングカラーの製
造において、従来技術の光学白色度担体、すなわち分子量が５０００のメトキシポリエチ
レングリコールを乾燥重量で１重量部（顔料の乾燥重量１００部に対し）使用する。
【０３０７】
　試験６５
　この試験は、本発明を例示するものであり、Ｈｙｄｒｏｃａｒｂ９０（商標）炭酸カル
シウム懸濁液への添加剤として、無機填料の乾燥重量に対して乾燥重量で１％の本発明に
よるコポリマーを使用する。
【０３０８】
　該コポリマーは、１．５２の比粘度を有し、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸８．５％およびメタクリル酸１．５％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９０％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
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　　Ｒ’はメチル基を表し
　　（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成される。
【０３０９】
　また、コーティングカラーの製造において、従来技術の光学白色度担体、すなわち分子
量が５０００のメトキシポリエチレングリコールを乾燥重量で１重量部（顔料の乾燥重量
１００部に対し）を使用する。
【０３１０】
　試験６０～６５について、得られるコーティングカラーの粘度をｔ＝０において１０お
よび１００ｒｐｍで測定する（μ１０およびμ１００）。
【０３１１】
　最後に、コーティング紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、
規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵ
Ｖ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、また、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５
に従ってＷ（ＣＩＥ）を測定する。
【０３１２】
　試験６０～６５に対応する結果のすべてを表ＸＩに要約する。
【０３１３】
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【表１１】

【０３１４】
　表ＸＩは、無機材料懸濁液中に添加剤として、本発明によるコポリマーを導入すると、
最終製品の光学白色度の活性化、およびその白色度が有意に改善されることを示している
。
【０３１５】
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　さらに、本発明により得られるコーティングカラーのブルックフィールド（商標）粘度
は通常の工業的応用に支障のないことがわかる。
【実施例１２】
【０３１６】
　本実施例は、コーティングカラーの製造方法における添加剤としての、より正確にはコ
バインダーとしての本発明によるコポリマーの使用に関する。また、本実施例は、そのよ
うにして得られたコーティング紙の光学白色度および白色度の測定に関する。最終的に、
本実施例は、コーティング紙の光学白色度の活性化および白色度の改善における本発明に
よるコポリマーの有効性を例示することを目的とする。
【０３１７】
　本実施例に対応する試験では、ＯＭＹＡがＨｙｄｒｏｃａｒｂ（商標）９０の名称で市
販している炭酸カルシウム懸濁液を使用する。これをコーティングカラーの組成物に入れ
る。
【０３１８】
　コーティングカラーは、乾燥重量で１００部の顔料に対し、ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＬが
ＤＬ９５０（商標）の名称で市販しているスチレン－ブタジエンラテックスを乾燥重量で
１０部、分量の供試コバインダー、およびＢＡＹＥＲがＢｌａｎｃｏｐｈｏｒ　ｐ（商標
）の名称で市販している光学増白剤をそのままで１重量部を組み込むことによって調製さ
れる。
【０３１９】
　次いで、これらのコーティングカラーを使用し、実施例２に記載の方法により１５ｇ／
ｍ２に等しいコーティング重量で紙シートをコーティングする。該シートは９６ｇ／ｍ２

の比重量を有する２１×２９．７ｃｍのプレコート紙シートである。
【０３２０】
　これらの粘度は、無機材料水性懸濁液に適用されるのと同様の方法により測定する。
【０３２１】
　紙シートは、実施例２に記載の方法によりコーティングする。
【０３２２】
　試験６６
　この試験は、従来技術を例示するものであり、コーティングカラーの製造において、Ｃ
ＯＡＴＥＸがＲｈｅｏｃｏａｔ（商標）３５の名称で市販している従来技術のコバインダ
ーを０．２部使用する。
【０３２３】
　試験６７
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造において、添加
コバインダーとして本発明によるコポリマーを０．２部使用する。
【０３２４】
　該コポリマーは、ソーダで中和され、
　ａ）アクリル酸５．９％およびメタクリル酸１．６％
　ｂ）式（Ｉ）のモノマー９２．５％
　［式中、
　　Ｒ１は水素を表し
　　Ｒ２は水素を表し
　　Ｒはメタクリレート基を表し
　　Ｒ’はメチル基を表し
　　ｍ＝ｐ＝０、ｎ＝１１３、ｑ＝１および（ｍ＋ｎ＋ｐ）ｑ＝１１３である］から構成
される。
【０３２５】
　試験６８
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造における添加コ
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使用する。
【０３２６】
　試験６９
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造における添加コ
バインダーとして、試験６７で使用したものと同一の本発明によるコポリマーを３部使用
する。
【０３２７】
　試験７０
　この試験は、本発明を例示するものであり、コーティングカラーの製造における添加コ
バインダーとして、試験６７で使用したものと同一の本発明によるコポリマーを４部使用
する。
【０３２８】
　試験６６～７０について、得られるコーティングカラーの粘度をｔ＝０において１０お
よび１００ｒｐｍで測定する（μ１０およびμ１００）。
【０３２９】
　最後に、コーティング紙に関するパラメータＲ４５７＋ＵＶおよびＲ４５７－ＵＶを、
規格ＮＦ　Ｑ０３－０３８およびＮＦ　Ｑ０３－０３９に従って測定し、次いで、差ΔＵ
Ｖ＝Ｒ４５７＋ＵＶ－Ｒ４５７－ＵＶを計算し、また、規格ＩＳＯ／ＦＤＩＳ１１４７５
に従ってＷ（ＣＩＥ）を測定する。
【０３３０】
　試験６６～７０に対応する結果のすべてを表ＸＩＩに要約する。
【０３３１】
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【表１２】

【０３３２】
　表ＸＩＩは、コーティングカラー中の添加剤として、本発明によるコポリマーを使用す
ると、コーティング紙の光学白色度の活性化、およびその白色度が有意に改善されること
を示している。
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